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編集部からのお断 り

本誌も発刊以来、 3 7号を 重ねました。当初はニュースと l^ う軽い気

持ちで、縦組みにしてきたのですが、誌上では次第に地名や学名などの

横文字がふえてきました。そこで、本号から思い切って横組みに改めま

した。引続き皆さんのご協力とご愛読をお願いします。
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第 6回海外農業研究会

「これからのインドシナの晨業問題」

と き・．．．．． 昭和 47年 11月 28日～ 3D日

ところ

1. 主催

日程及び課題

1 1月 28日

1 1月 29日

（以下次号）

1 1月 30日

アジア社済研究所国際会議場

財団法人海外農業開発財団

あいさつ 財団理事長岩田喜雄

. I 

インドジナにおける農業閑発計画と経済技術協力

財団専務理事大戸元長

インドシ ナの社会経済単情

アジア経済研究所 木村哲三郎

賊後に予想される南ペトナ ム忙おける殷業開発計画

日本工営顧問菅原道太郎

クメール共和国（カンポジア）の農業関発

サルスペリ 、ジャバン専務束野 宗 利

「メコン河流域計画」被近の事情

OTCA、閉発調査部 新家義雄
実施課長

パネルデスカッツョン

「ベトナム戦後のイント●、ンナ農業をめぐって」

諧 師（五十音順） 上 条 盛 雄 （ラ オ ス）

河 ノ口 恒 （南ベトナム）

山 本 鉄 司 （クメ ー ル）

司 会 中 田 正

． 

．
 

-2 -



あ・いさつ
岩田理事長 ＇

． 

．
 

本日より 3日間忙わたって行われる、 これからのインド・ンナの農業問題研

究会の開会に あた り、一言ご挨拶申 しあげます。

インドジナ諸国の情幣や協力のあ りかたなどについては、日 本で一流の開

師諸先生からお話があるので、私から別忙申し上けることも要らぬわけであ

りますが、私の体験談をエビソ ー ドとしてご披露する ととも忙、 皆さんとと

も妬、 これからのイ ンドネ・ン アの炭業を思い、 日本の協力のあ り方を考えて

見たいと思います。

カンボジアiて関連しては、昭和 29年忙吉田総理が 2国間賠償をやれとい

うので、私も賠償委員妬選ばれました。 ところが、昭和 30年春、当時のジ

アヌ ＿ク皇帝、 後の国民党初代党首は、わざわざ日木妬来て吉田総理忙自分

の国は賠償は要らない。その代り 、カ ンボ・ジアの女性と結婚する独身の日本

男子を 5万人貰いたいとの申出であり古 した。ジアヌ ーク さんの考えでは、

僅か 10万のクメ ＿）レ人を除けば、学問も労鋤も嫌がるので、真忙カ ンボジ

ア人忙なりきる日本男子匠よって人間の改造を行いたいということであった

と思いま す。

しかし、こ の提案をそのままうけ入れ る訳忙はゆかず、 とにかく賠償放棄

に対して何かお礼をしなければと 、当時の重光外務大臣を中心忙検討してい

ると き、シンガポールのバンコッククイムス紙が、猛烈な社説を掲げて「 何

でも日 本人 5万人をカンポジア忙入れて、 自分の国にするたくらみがある 」

と反論しました。また、昭和 30年忙私がお礼のための調蒼団長として、 カ

ンボジア匠参りました時忙は、 これがカンボ・ジアを乗っ取りに来た親爺だと

喧伝される一駒もありま した。

調査の結果は、けっきょ くバックンバン忙農業試験場を、コ ンポンチャム

に畜産試験場を、バックンバン近くに医療センクー を直く ことで、お礼のし

るしにすること匹なりました。
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ペ トナム忙関連しては、本年 3月同国外務大臣の招きでサイゴンヘ行った

時の話になりますが、同国の外務、農林、経済、企画の各大臣こ同と懇談し、

1 3 D万人にのぼる北から南へ来ている失業者をどうしたらよいかについて

話し合いましたo私の提案としては、ダラトヘ行く途中の島原に一戸あたり

5 ~1  D h aの土地を与え、平和な村を作ったらとの提案でした。それに対

して、主旨は貸成で、 これについて方法を研究するのが最もよかろうという

こと妬なりましたが、向うの大臣連の意見で、現在は国の中がゴクゴクして

いて、バラバラ忙なっているので、大臣が集まってももの忙ならないとの意

見で、時機を待ち、その間ゆっくり考えてみようというの で今日妬至ってお

ります。現状では、一つの事業のため佼国を挙げてこれを行うことはむずか

しいことであろうと思います。

昨日は朝 1D時から 4時間匠わたって、 、経団連でペトナム 、 クイ 、 ラオス．

カンボ、ジアにいる日本の大使たちと懇談しましたo席上、何かあるプロジェ

クトを作り上げて、それを進めながら実例によって相手を説得しながら進め

ることについて意見を求めた訳ですが、各大使とも品業問題 VC力を入れて欲

しいとのことでありました。

クイ駐在の日本大使から、商売の方はもう止めて、何か炭村の向上忙なる

ものとか、国のためになるものを考えてもらいたいとの意見が出ました。各

大使はそれぞれ、文化と腹業問題に対して突進して貰いたいとの、むしろ歎

願されたほどでありました。 ｀

また、経団連では明後日会合を開き、パン コッ クの日本商品不売デモに関

連 しては、今までのような企業進出をどう改めるか、一時進出を中止 して、

殷業問念を含めた協力のやり方を研究することになっております。

クイに限らず、何れの地域でも同様な問題が起るので、向うのため忙なる

開発協力を考えること 、それには農業技術協力が重要な役割を持つこ とに

思いをおかれ、本研究会の意義が昂賜されますことを念願します。

．
 

．
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「インドシナにおける 農業開発計画 と

経済技術協力」

大戸元長

．
 

． 

1.東南アジアの農業概況

(1) 自然条件

カンポジア、ペト ナム、ラ オス 3国は東南アジア大陣型気候で、東南アジ

アのうちでもクイ 、ピJレマに近いもので、特徴は雨の分布がかたよっており、

雨季、吃季がはっきり別れていることである。

カンポジア（クメ ー）レ）の海岸沿いに、 カルダモン山脈、エレフ ァント山

脈があ って、 海からの季節風があたっ て雨成も非常vc多〈 、森林も熱帯雨林

型であるが、 この地方を除くと大体が東南アジア大陸型である。

年雨撮は、山沿いのところ花は 4,0 0 0ミリ のところもあるが、平均は

1, 6 0 0~1, 7 0 0ミリで あり 、月 別の分布は 80 %あまりが 5月～ 10月

の6カ月陀まと まって降 ．り、あとは乾季である。

気温は高く 、月平均 25~3 0℃で、山 の上では涼しい。

地勢は Hills,Plateaux, Floodplainの 3つに分けられる。 Hillsは

山のあるところ、 Plateauxは台地でやや高 〈水のかぶらないところで、メ

コン河流域でも雨季忙水のかぷらないところを指し、面栢的忙も一番広い。

Floodplc..in は、 メコン河の氾濫忙 より 雨季花は水があふれる地帯である。

水利は、大部分はメ コン河本 。支流の自然の氾濫を利用した稲作が殷業の

中心であり 、人工的忙かんがいの できる面栢は非常匹少ないっ

以上の ような 自然条件なので、こ の地域の農業の特徴は、米が圧倒的匠重

要な作物である。

(2) 作物

ラオス、南ベト ナム、カン ポジアを合せて全耕地が 63 0万haあるが、
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カンポジア、南ペトナムでは耕地(1_)85％以上、 ラオス、ではおそら く95 % 

が稲作である。米は、この地域の人人の最も重要な食糧であると同時に輸出

品としても重要で、メコンデルクはクイのメナム、ビルマのイラワジのデル

クなどと並んで世界の穀倉であり、世界大戦前はベトナムから年間 50.万ト・

ン、 カンポジアからも多誠の米が輸出された。

畑作物としてはとうもろこし、 キャッサバ、たば こ、 落花生、豆などが炭

民作物として作られ、 これらは概む自給作物であるが、とうもろこしは輸出

もしている。カンボ、ジアでは多いとき匠は 19 6 4年 VC2 0万トン位輸出し

ている。

商品作物としては砂祀きぴがあるが、砂糖工業は未発達で、国内需要忙足

りない。

綿はこの地域で昔から作られていた。それは 「カンボ、ジア綿 」であって、

短横維で、現在の紡組には不向きである。しかし、 1 9 5 8年頃からフラン‘

スが技術援助をして、良品種を導入したので、紡績に使えるよう忙なった。

カンポジアで 19 6 0年代忙棉が非常忙増産された。これは、 カンポジアに

中共の援助で紡績工場がつくられたことによるものである。

樹木作物として代表的なものに、ゴムがある。戦争前は米とゴムは同じ位

重要な 輸 出品であった。カンポジアでは輸出額の 40％が米で、 20％がゴ

ムであった。 ゴム以外の輸出用作物としてカンボ、ジアのコジョウがクイ寄り

で作られ、 ベトナムでコ ーヒーと茶が少し悛れる。

(3) 社会経済条件

（農業人口）

南ペトナムにおいては 80％位が農業であり 、カ ンポジアも大体同じであ

る。ラオスは 90 %を越えると思う。

（国民所得）

南ペ トナム では農業からの所得が全体の 30 %を越えている。 カン ポジア
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は40免ラオスはもっと高い比率である。

国民総生産 1人当りは 1,9 6 7年で南ベトナム 18 1. 7ドル、 ラオス65.8、

カンポジア 14 1. 0ドルであった。

（股業構造）

東南アジアの農業構造は、 2重構造であるといわれ、一方において Peas-

amt Agriculture （零細な農民農業） 、他方にエステ ート農業（棺栽企

業農業）と 2つが併立している。後者は、 ヨーロッパの資本と技術で、現地

人を労務者として雇い、資本主義的な経営匠より 、主にゴム、コ ーヒー、 茶

などを作っている。

ペトナムのゴムのプランテーションは重要な輪出炭業であるが、生産の 9

〇佑は 14の会社がにき り`、内 4社がペトナム全ゴムの 70 %を忙ぎってい

る。カンボジアでは 5つの会社が 50 %を侭ぎり、そのうちコンポンチャム

に向う途中妬あるゴム園は 1つのゴム園では他の国にも例を見ないと云われ

るほどの大きいゴム園である。

． 
（農地制度）

腹民農業の農業面積は、カンボ、ジアでは一染家当り 3.Shaで、例外的には

，，＜ックンバン附近に地主制度はあるが、一般妬は自家農が多い。ベトナムで

は、地主制度が多く、一所有当り 50h珍し上を占める大地主が、全体の 1/3

の土地を占めているo 自作炭と見なされる Sha 以下の数は全体の土地所有

者の 9D %ぐらいであるが、その所有地は全耕地の 2D％にすぎない。

このように偏在しているのは 、フランスが土地 を一部の ものに払下げたこ

と妬よる。これらの地主が高い小作料を取って農業の発展を妨げており 、 ま

た、小作人の不満が生じてペトコンの誘因となったのである。

アメリカはウォルフ ．ラジエンスキ ーが アドパイザーになって、 1 9 5 5 

年ゴージンジェム政権下で袋地改革を奨めた。農地改革法令が出て、小作料

率は 25％を越えてはならない。 100ha以上を越える分の農地を国忙売り
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渡たさせ、国はそれを小作人に渡し、小作権は一且設定したら 5年間は保障

しろというも のであっ たが、十分進まないうちに動乱妬なり 、ペ トコン地域

ではこれを小作農忙解放して行くので、その地方の殷民の支持を得ていると

いう視象が現われている。

このような経過 をとっている農地制度は、ポストペトナムにおいて問題を

残していると言える。

2.呉業開発協力

これら の国 々の農業院発に、色々な国や国際殺閲が手を貸 してい る。 2国

間協力 と多国間協力忙分けて述ぺれば以下の通りである。 ．
 

(2国閲協力）

ラオス、ペトナム 、 カンポジア忙対しては、フランスの援助が多かった。

しかし、これは後妬変ってアメリカが多くなっている。

カンポジアでは、 1 9 6 3年ジアヌークが中立の立場でアメリカの援助を

断ったが、その他の地域では大体アメリカが大きな援助を行っている。農業

面の例を挙げる と、 アメリカは疫事試験場、畜産試験場の設器、かんがい施

設など忙大きく援助 して いる。ー寸変った例を挙げると 、 1,0 0 0年も 昔忙

アンコー ルワット に作られた大きな溜池を改修してかんがい侭使っ てい る。 ~ 
フランスも各方面で援助をしていて、棉の 品種改良、増産がその例であり、

ソ連、中国は紡績工場で援助している。

ペ トナムでは、以前から コーヒー のプランテー ジョ ンがあるが、カンポ ジ

アはフランスの指導匠より栽培をはじめる ようになっ たo フランスはそのほ

か、 プノンペンのパスツーJレ研究所、家畜衛生、 ワクチンの研究所があり 、

また、ベ トナム、 ラオスと同様、学校教育忙非常に力を入れ、小学校一年生

でフランス語の教科書を使っているほ どで ある。
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その外、オーストラリア、 日本、西ドイツなどもそれぞれ 2国間の協力を

行なっ ている。

（多国間協力）

多国間援助は、国連、世界録行、ア ジア開発銀行などによるもので、炭業

では国連は FAOがこれを担当しており、ラオス、カンボジア、ペトナム 3

国に専門家を送 って農業の技術指導を行っている。

また、多国閻援助の一つの形として目立つ大きいものに、 メコン閑発計画

なるものがある。これ匠ついては、明日 ，新家講師より籾しく話がある予定な． ので、ここでは農業開発花関して概略を述ぺることとする。

．
 

（メコン開発計画）

メコン河はチベット匠瀕を発し、ビルマの国境を通り、クイの国境からカ

ンボジア、ペト ナム を流れて海に注ぐ広大な流城面積をもつ世界第 10番目

の大河川である。ビエンチ ャンよ り下流をメコン下流域と称し、 メコン開発

計画の対象となっている。この河は、ラ オス、クイ、カン ボジア、ベトナム

の 4国を貫流しているので、 4カ固が寄って、国際河川と して のこの河をど

のように関発するかを検討推進するこ ととし、国連のアジア極東委員会、 エ

カフエが事務局となって色々の準備をし、 1 9 5 7年にメコン開発委員会を

結成 したっ

この委員会が国連を通じ、国除機関、先進諸国に呼びかけ、資金、資材、

技術、調査団その他の協力方を要請した。現在までvc寄与、提供を行なって

いる国は 26カ国忙なっている。そのうち匠は、先進国は勿論のこと 、イン

ド、台湾、イスラエル、フィリッピンなどの開発途上国、ま たアメリカのフ

ォード財団など民間団体も寄与している。

メコン委員会は、基礎的な資料の収集につき、援助国に割当 てたり、 希望

国に委託している。例えば、流域の地質調査はオーストラリアが．航空祇忙よ

る地図作成はカナダが、地図の一部をフィリッピンが、というように分担し
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ている。日本も 、 メコ ン開発委員会ができる前に、 日本工営社長久保田 豊

さんを団長と す る支流調査団が一つ一つの支流を踏査 し、その後二つばか り

の大きなプロジ ェク トを日本が援助 している。 （こ のこと 忙ついては日本の

協力の項において触れることにす る）

5 ．日本 の 協 力

(1) 賠償

賠債を協力と見なすか忙つい ては異論もあらうが、DACの世界の援助統

計にも援助侭入れて計上 している。

ペ トナムのダ ニムの発電用ダ ム及び発電所は日本の賠償で作られたもので

ある。

カンポジアでは、先程岩田理事長か ら話のあ った通り、賠償を放棄 したの

でお礼vc何かということ忙なり 、結局、バックンパ ンに農業セ ンクーを、コ

ンポンチャム附近妬畜産セン クーを、パッ クンバン近く忙医療センク ーを作

った。

(2) 政府協力

これは資本協力と技術協力の 2つに分け られる。

（資本協力）

贅本協力では、 日本政府が政府の資金を、海外経済協力基金を通 じて貸す

とか、直接借款で行なうとかであるが、農業部門ではほ とんど協力資金は出

てい ない。

(3) 技術協力

技術協力は、 日本が専門家を派逍したり 、向う から研修員を受け入れたり

することで、現在 0TC  Aを中心に行 っており 、はじめは コロン ボプランに

より東コアジアの国々と 2国聞援助で行な ったのに始まり 、 日本がコロ・ンボ

プラ ン匠加入 したのが 1<;> 5 4年で、翌 19 5 5年からこの地祓に対 して専

．
 

．
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門家の派遣や、研修員の受入れが行なわれ、 • 1 ?̀7 1年 3月末まで忙ラオス、

ペトナム、カンポジア三カ国に関する受入数、脈遣数は次の如くである。

受入研修員 8 1 3名 うち農業 23 0名（含水産 32名）

派遣専門家 1 9 9 
”
 

8 7 (II 2名） ，

農業関係の受入研修員は、他の地域の国々からの研修員と同様、例えば、

0 TC  A内原研修センク ーと か、農林省鴻巣試験場稲作研修コースなどで特

訓される。

また、派遣専門家には色々の職種がある。 2~3の異色例を挙げよう()

● ヵンボジア匠おける磯村勝さん、コロンポプラン初期の果樹園芸の専門家

で、プノンペンか ら南に離れたところの涼しい山地帯で、白菜、いちご など

熱帯ではできないものを作った。このいちごが優秀で、シアヌーク 殿下 に献

上され、殿下は種々の会合で外国外交官など忙紹介されたため有名匠な った。

成村さんはその後コロンボプラ ン任期終了で日本匹帰国するに保して、ジア

ヌーク殺下の、たっての要請で、土地も提供され、残 って、 息子さんも日本

から呼んで擬園経営を続けられ、彼の地で亡くなられた。

ペトナムのうるしの専門家渡辺統一さん、 この人はベトコンが相当銹力を

拡大した支配薗でも 、 フリ ーパス で うるし指導忙通行できる位に信頼あり活

． 
蘊されている人である。

カンポジアの牛疫(RinderPest;)撲滅のための 4人の専門家の活成も目

立つものであった。

（青年協力隊）

コロンボプランのほか、青年協力隊の活動が盛んで、こ と妬ラオスに多数

が入り 、 ラオスだけ で 19 7 1年まで VC1 6 7人、うち農業関係 64人とな

っている。ラオスは非常に協力隊に歓迎的であり、恐らく日本の協力隊員の

最も多かった所ではないかと思う。

カンボ ジアの農槃セ ンター、 畜産センク・ーは前忙述ぺた通りである。

ペ トナム のカ ン トウ大学協力、これはペトナム の情勢が割合杯．悪くなって
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から出かけたものであるが、カントウ大学農学部設置匠ついて、教師の派遣

と機材の供与とを組み合せて行ったものである。

（カンボジア ・メーズ開発）

これは、政府の資本、技術協力と更に民間協力と 3位 1体となっ て行っ た

非常忙注目すべき事業である。

束食が中心匠なり 、東食系の 2~ 3の会社が金を出 して｀カンポ ジア側の

熱帯作物公社と合弁で、 とうもろこしの新品種を育成配布し、増産を行なう

とするものであるo政府の派遣する専門家（山本鉄司さん達）の研究指導と

東食の資本、海外協力基金の貸付との組み合せである。新しいよい例と思っ ~ 
ていたが 、カンポジア動乱で、経済的忙は中止し 、今は研究指導のみが治安

の比較的良いところで雑賀忠蔵さんが続けている。

（メコン開発協力における日本の協力）

メコン委員会が発足する以前に、基礎的資料として、本流忙ついては、ホ

イーラー。ミッジョンが、また、多数の大きな支流陀ついては、 日本の久保

田ミッジョンがそれぜれ貴重な調査を行って、これが基礎匠なってメコン開

発計画が多国間協力となったとも言うことができる。

日本政府が資金を出して、久保田ミッジョンの手で｀支流において地質調

査、航空写哀撮彩、水流調査を行っているが、同時忙プロジェクトのフィ 、；；

ビリテーをも調森したが、本流忙おいても、 ピエンチャン妬近いパモンダム 、 ~ 
中流にサンボールダム 、また、グランラック湖に水調節の水門を構築すると

いう 5つの大きな委員会採択のプロジェクトのうち、日本はサンボ ールのフ

ィジビリテー調査をやった。 19 6 1年忙極く予備的な調森を、当時の中部

電力社長井上五郎氏を団長とするチ ームで行ない、 1 9 6 2年からは、 4年

間にわたって毎年調査団を出し、調査費だけで 4億円かけて完了した。

私は、 62年 ， 63年と第 1回，第 2回の調査団長として 25人の団員と

ともに これ忙参画した。
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建設段階匠入ると 、サンポーJレだけで 3億ドル位の金がかかるので、当分

は手がつけられないと思うが、支流の方は計画ができたところで、そろそろ

建設にはい ってい る。支流計画のうち で 10数力所は言十画が完了し クイの

中忙あるナム ポン、ナム プンの 2つのダ ムは完成 して いる。

そのほか、いくつかが建設中でそのうち 2つについて日本は相当の基金を

出している。その 1つはナム グムのダ ムで 日本、アメリカ、 世界銀行、その

他の国々が金を出している。調査設計は日本工営が行っている。

カンポジア ・プレットットダムは発電とかんがいのためのものであるが、

● これ忙対しても 日本は資金協力をしてい る。
メコン流城計画に対する拠出 2 6 カ国 のうち ~ アメ リカ、 西ドイツ忙次い

で日 本は第 3番目に多額を寄与している。

サンボーJレ調査も 、まだ OTCAのできたばかりの年で、 4億円もの金を

出したのは、 日本の財界が贔力界、建設業界、重工業、成械業界などのバッ

クアッ プがあったからで あり 、また、0 TC  Aのできる前に日本の財界でメ

コン調査会というのができ て、会長は小林中氏であ って財界を挙げて応授さ

れたのである。

しかし、ダムは発電用として関心が強いので、農業用のみとなると関心も

薄くな 、り、栽業開発に対しては当時、わが大蔵省もきびしかった。

工業優先か、農業優先かについては 、こ のメ コン計画の事務局 エカフエ で

● ぶ 意見の分かれるとこ ろで、後に国連事務局の次長になっ たナラ ・シー マ
ン氏はインド の人で あるが、工業優先論者で、先づ電ヵを起こ し、工業を起

こすと 言 う意見であった。 ロジア革命後のロシア の政策は工業俊先であって

その彩響をうけたイ ンドの計画経済に基いてい るの であろう。

農業優先の論も いろいろ出たが、発霞重点で計画がすすめられている。そ

れにしても今後かんがいが取り入れられて来るが、農民がその活用方法や、

適応品種を前もっ て会得していなければならないとのFAOの主張が入れら

れて、 支流の主なところ忙国連の援助で展示実験農場を作ること忙なった。
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すなわちラオス（ヴィエンチャン）、カンポジャ（パックンバン）、クイ

（カラジン）に夫々設置されたが、 ヴエトナムでは動乱のため未だ作られて

いない。

(4) 民間協力

農業関係の民間協力事業と して は、インドネツアが大いに脚光をあびてお

り、 インドネシア・ランポンに三井が出て、 ミツゴロを、伊藤忠がダヤイト

ウを、エスピーカレーがエスピーインドネジアを設立して、とうもるこし、

こしょうなどを手がけているが、 インド、ンナ地域では治安の関係もあって

殆んど民間協力の見るぺきものがなく 、既忙述ぺた東食のとうもろこし事業

くらいのものである。

森林事菜ではソケツアという日本との合弁会社が、カンボ、ジアの熱帯降雨

林型の樹木の豊富な森林で事業を行っ‘ている。

技術関係の民間協力では、ペトナムのファンランにおいて、 日本工営が自

費で行ったフィジビリテー調査がある。日本の賠償で作られたダニムのダム

の水を利用してかんがいし、稲と砂糖きびを作り、製糖工場を作る陀ついて

の調査である。極く初期に日本政府から若干の貸金も出たと思うが、そのあ

とを日本工営が自費で調査を行ったものである。

ラオス・ピエンチャンの近く忙ある支流ナムグムのダムを作るについて、

日本が金を出し、日本工営が一部国連、一部日本政府の委託で調査を行なっ

た。

このナムグムの将来のかんがい地域となる辺り忙、最初民間ペ ースで日・

ラオ協会が技術者を送り、機材を持ち込み農場を開いた。• これは 、 ラオスの

ポロペンという涼しい高原で、以前フランスが入つて茶、コーヒ ーを作って

いたところへ、森徳久という人が入って開発しようとしたが、 ラオスの内紛

で治安が悪く 、はいれないのでここに入る手がかりとして、ナムグムに農場

を設け、また、現地の若い青年を＿日本に呼んで教育も行った。
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このように、日ラオ協会が民間協力の形で発足させたが、資金も続きかね

て専門家は後に コロン ポプ ランに切りかえた。 この地に、政府ベース の協力

でFA0が展示実験農場を作ろうというのは既述の通りである。

4.今後の協力

(1) 協力の理念

→ 日本の経済協力妬理念があるか｀経済協力白書や政府出版物など を見ても 、

理念、目標がないと書かれている。

日本の最近までの経済協力において、敢えて協力理念があり としたら、 日

本の輸出振興匠役立つよ うな 資本協力を するという こと の～ようであるo賠償

の場合に、 日本製品を持ち込んでこれに あてたのは或 る意味でサンプル帖出

となり 、その後の輸出に効果があったと思う。

賠償から引き続いた経済協力は 、輸出を伸ばすための協力 であるという理

念匠導かれたのであろうo輸出振興に役立たない農業開発に ついては、政府

もあまり力を入れなかったというのが今までの状態である。

最近は相当な黒字国 とな り、 むしろ余り輸出しすぎる と悪いのではないか

との声も起るほどで、今後の経済協力は向うの経済発展忙哀陀役立っためと

いう理念が認識されて来た。

今後、ポス トペトナム の協力を考え る場合、現地側の農業、工業全体を踏

まえた一つの戦略が必要となる。その戦略の中で、農業の地位を考える。例

えば今までの最重要産物の米の増産忙重点をおくのか畜端出作物を伸ば して

外貨を稼ぐ ようにさせ るのかその選択匠問貼が起ぎて くる。

協力機構妬 して もポス トペトナム 忙対 してメコン委員会妬よるか、或いは

別の国際機構もできるかも知れないが、メコ ン委員会がこの地域の開発につ

いてメコン流域開発拡大計画の案を 19 7 0年に考えていることも また参考ー

となる。

このほか、 1 9 6 7年と戦後のペト ナム 対策として有名な リリエンクール
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のレポートがある。

この 2つのレポートについて日本側のコメントを求められたので私が中心

忙なって農業に関する面で検討をし、対策意見を述ぺたことがある。その対

策の要旨は、Flood Plainの閉発には巨大の資金と長い年月を要し、殊に

上流から逐次手をつけるための順序を要することなど問坦があるので、現在

土地利用率が低くて総面積も多い Plateau の閑発に金をかけ、これに対す

る交通と入植制度を考えるぺきで｀また、プラト ー開発の狙い花は ｀ペトナ

ムの土地制度のひずみを是正するvcも役立つものだというのであったが：こ

のコメントは相当の反押を呼んだ由である。

殷業借款忙ついても、世界銀行などは従来はかんがい施設に対するものが

多かったが、最近は変って畑作物に対する比重が増えて来ている。また｀農

民金融のための組合金融というようなことも重要妬なって来る。

今後は全体の開発戦略を考え 、重点度を決め 、政府の技術、資本協力を行

うととも花、民間企業との三位一体の体勢をとるととも必要となって来る。

民間企業が出て行く場合．従来はプランテ ージョンというと旧植民地とい

う感じが出て向うが嫌がるのではないかという悪念もあったが、やり方次第

でその心配は要らない。

インドネジアなどでは、最初舒戒していたが、最近は合弁で大いにやって

いるし、最低賃金保障も確立して来たo昔のような搾取的なことはできなく

なった。現にマレージアではゴムをオイルパ ーム に植えかえるプランテーン

ョンが進められている。

炭民炭業、植栽農業のバランスを考えた上で、哀妬その国のため忙なる開

発協力が高く評価されて来るであろう。

．
 

． 
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「インドシナの社会経済事情 」

木村 哲三郎

．
 

はじめに

イント●、ンナの経済社会構造について説明する古え匠 、ペトナム和平は一体

どうなるのかという点に触れたい。なぜなれば、私の考え ている和平は、一

般に言われている 、あるいは考えられているものとは異なったもの妬なるの

ではないかと思うからである。和平の形態が異なれば、援助とか協力陀おい

ても発想の転換をする必要がある。今後、インドシナが共産化するということ

ではないが、ハノイが中心的役割を演ずるようなことになれば、先進国から

の援助の流れも変って来ると思うからである。

．
 

I 各国における和平の見通 し

(1) ベトナム

南ペトナムのグエンバンチ ュー政権、プノンペンのロンノル政権、プーマ

政権などが残っておれば平和は来ない。軍事的でない農業開発援助でも 、戦

況のよい時はよいとしても 、攻勢でもかけられたら駄目 lてなる。従来からの

繰りかえ しに終る。しかも援助は交戦団体の一方匠援助すること匹なるから

日本政府がいくら人迫上などと言っていても限度がある。

どのような和平になるかというと 、 これは調印もされておらず、まだもめ

ると思うが、 これを見通すのに、9項目を見れば判ると思う。

これは皆さん是非 1説しておかれたい。今後の和乎で最も大事なことは、

その第 1条で、アメリカはペ トナム民主共和国の主権と統一を承認するとい

うこと で、 そのため忙南から米軍を引くことである。ベ トナムの主権と統一

を認め るという こと になると 、アメリカは北ベトナムがペトナムの主人公で

ある と認めた こと になる。 と言 うのは和平交渉自体で判る。即 ち、 1つは、
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アメリカ と北ベ トナムと の交渉であるからである。会談では 4者会談 となっ

ているが 、2者会談である。解放戦線側と南グエンパン チュー政権の不満は

この点である。

今度の和乎がうまくゆかなければ戦争は続き 、 うまくゆけばまた大変なこ

とVCなる。この点をよく考えないと従来の日本の考え方では イシド、ンナ問題

は捕捉できないのではないかと思う。

アメリカは近い将来、ペトナム民族主義を満足させる。これはペトナムの

統一を語めることである。そのかわりカン采 、ジアとラオスについてはその民

族自決を認めるよう予解をハ ノイ とつける。 この妥協を 4年間にわた ってや

って来たのがバリ会談である。

われわれはこの和平会談について南で連合政権がどうとか、停戦ラインを

何処忙引くとか、チュー は認めるのか認めないのかという点について注目を

払って見ていたが、アメリカの 10月 26日発表の基本妥協点 というのはス

ケールの大きいものである。

南ペ トナムについては、時問をかけて統一するのは認めるが、一挙に統一

するのは認めない 、それまで南に中立で、南北の統一の将来を考える政権を

作ることである。和平の形式はこれからももめるであろうが、大筋は決まっ

ているo即ち｀今年の米ソ共同コミ ュニケでは、 ソ連側はベトナム民主共和

国（北ペ トナム）と南ベトナム共和国（グエン ・バ ンチ ュー はその国家をベ

トナム共和国と名のっている）が提案する和乎提案を支持するについて、臨

時革命政府 （解放戦絲は南ペ トナム共和国の臨時革命政府と称している）の

7項目の提案を落しており 、アメリカ側はそれに反発 しないで、ペトナム共

和国の 8項目の提案を落 して、平和に努力するといっている。また，アメリカと中

国との共同声明では、アメリカ側はペトナム共和国が提案した8項目の提案を支持し、

中国側は南ペトナム共和国の臨時革命政府が提出した7項目を支持すると言っている。

このこ とは煎じつめれば、北ペ トナ ムやソ連は南ペ トナ ム共和国を作ろ う

という こと であり 、南北の統ーは即時ではな く、 アメリ カ側に南ペ トナム共
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和国を作っ て妥協しようとし、将来は統一するが当分は統一しないという条

件と見られる。

今国の和乎交渉は中途では色々なことがあっても、結局南ベトナム共和固

ができるので選挙も大統領選挙だけではなく 、制憲議会、いわゆる国会の選

挙をやるというのである。

和平になれば、このような形態妬ならざるを得ない。グエンバンチュ＿は

どうなるか、解放戦線側と話を進めて行く間忙、結局消え てもらうというこ

とになる。グエンバンチューの抵抗もそこ忙ある。アメリカ忙して見れば、

前述の通 り南だけの問題でなく 、もっと大きな嵌点から考えている。

ニクソン政権が考えているのは、長期的にはハノイを中心としたインドジ

ナの安定化である。 9項目匹おいてアメリカとベトナム 民主共和国は戦争が

終れば友好関係を回復するとい って いる。 しかも、 単忙友好劇係という以上

に親密な 1£1係が想像できる。そうでなければ 25億ドル、 75億ドルの構想

は出て来ない。グエンバ ンチ ュー がどう騒ごうと 、ハノイとニクソ ンとの問

忙は大きな合意ができたと思われ、その裏づけとしてウォール街の株価昂騰

であると思う。

(2) カンボジア

カンボジアの問題は最もむづかしいと思う o今最ももめているのはこの地

域の問涵である。

カンボジアの場合は、南ペトナム政府軍とアメリカの援助がなければどう

匠もならない。これは、力の問題であるので停戦になって監祝するとしても

山の中までは手が姐らぬo現状から見てロンノル政権は歩が悪いし、されば

とて、連合政潅でも作ろ うとしても、ンアヌークは絶対妬妥協はしないと言っ

ている。ラオスや南ベ トナムは連合政権が成立もしようが、カンボジアにお

いてロンノルは反逆者で、我々こそ唯一の正統合法的政府であるから妥協は

考えられない。

ソ連は、アメリカが引きにくいだろうからカンポジアでも連合政権にもっ
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て行けるよう忙、シアヌークを認めないでロンノル政権と外交関係をもっ て

いる。ジアヌーク政権を唯一の合法政権として認めると妥協のキッカケを失

うからである。

アメリカとしては北の榜力が伸びて インドジナ全域を軒並陀やられてはか

なわない、何とか政治的忙妥協して引きやすいよう妬して呉れというわけで

あり 、特にカンボジアの処理VCついて最も気をつかっていると思う。問題は

ジアヌ ークの処遇であり 、 ツアヌークは王様であるので、左右両炭を押える

ことができ 、アメリカには好都合であろう oむしろ、クメ ー）レル ージュとロ

ンノルとが連合政栢をつ くれば主導権はJレ ージュが握ると思う。

非同盟諸困会議では、ジアヌーク政府を合法政府と認めた訳だから、ジア

ヌークが指揮することが政治解決、平和解決忙最も大事である。今後の行方

を判断するにはシアヌークの助向を見きわめることである。ジアヌ ーク政権

下でクメー）レ｝レージュが進出しても一気に社会主義化、共同化するかという

と、そのような基盤がな〈、政権は変っても社会体制にラ・ジカルな変化を及

ぽすような政策はとれたいであろう っ

(3) ラオス

ラオスについては、ペトナム戦争が終ればすぐ終る条件がある。プーマが

首相として残る（ては南ラオスのプン 。ウム派とピエンチャン右派とから手を

切らなければならぬ、 これが条件だと思う。そうすればバテトラオも王様を

―敬しているので、プーマ政権の姿努を改めることによっ て3派連合はでき

るものと思う。

和乎後の援助の如きも 、 アメ リカの経済援助には限度があり、日本、フラ

ンスが期待される。

以上が各国の和平に関する動向分析であり 、その背景のもとに今後の援助

の展望が行なわれる。
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Il ペトナム、カンボジア （ク メール）、ラオスの農業問題

．
 

．
 

(1) 農業の位置

別表の統計資料は 1960,62年のもので古いし、本来は時系列的に覗

ることが必要である。表 1~5で見る通り、カンポジアと北ベトナムは完全

な農業国である。

最近南ベ トナム では戦争忙伴なって都市化が拡大した。都市が工業で人口

を惹きつけるのでなく、戦争によりバ ー、キャパレ ー、 軍人関係、アメリカ

企業等で働くために必要以上忙農村から人口が出 てき たこと花よる。

南ペトナムは米が主であり 、 1 9 6 0年が最高であって、米の翰出が 30 

万トン、ゴム 7万トン、外貨 80 0 0万ドルをかせいでいた。今年は 30~  

4 0万トン輸入しており、多い年侭は 75万トンを輸入した。 戦争がつづく

限りこの状態は変らないであろうが、米ができないのでなく、集められない

のと、都市陀人口が渠中しているので翰送しなければならない。戦前はデノレ

クから 70万トンを出し、米の足りない中部へ 20万トン、ハノイヘ 50万

トン出していた。

戦争直前でも 70万トンを出し、 50万トンを消授し、 20万トンを域外

ヘ搬出した。ゴム は戦争で梢替えをやってないので減産となり、ゴムの翰出

は僅か 2~3万トン位で、フランス人経営忙よるものである。

南の方は鉱物はほとんどないので主体は農業であり、それも物が足りない

とか、生産性が低いというよりも、皆が日銭を稼ぐことができるよう、少々

生産性は落ちても 燿傭が問送である。この こと は大事なことで、こ のような

配慮がないと社会不安を招来するので、プルドーザを持ち込み能率のより立

派な農園を開発する よりも大事なこ とである。

(2) 過渡期の農業問題

なんとい って も、先づ食祝生産である。停戦後 3年位の間は米を作らせて

食ぺることをやる。
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過渡閑の問題は食粗生産、動員の解除（現有兵力はベ トナム 11 0万、カ

ンボ、ジア 20万、 ラオス 1D万であるが、これを半分又は 4分の 1に減らさ

なければならない）その上、難民の問題があり 、これ ら動員を解除された軍

人や難民を帰殷させる ことも必要である。

1 9 6 7年の リリエンクール報告もあるが、 1 9 5 5年グッド リッヂによ

る国連の報告の方が古いが、考え方が適切なの で紹介すると次の通りである。

① 放棄地を確定する 1 9 5 5年で 50万ヘクク ーJレ（作付面積

2 D D万 ha)

② 難民数 1 9 5 5年で 14 D万人

③ 失業人口 1 9 5 5年で 12 5万人（全人口 14 0 D万人）

これを解決する方法 として、軍隊妬 25万人、非農民に 10万人、農業に

9 0万人とし、 炭業開発の方法は対象人 口をデルクの放粟地に農業センクー

を作り 、各々 (![5000人位づつを入れ、中部山岳地帯匠 もセンクーを作っ

て開発させる。従来の放棄地を調査 し、 この土地を分配 して土地改革をする

ことは、未だ成功しなかったが、収容力を増すことはできた。

米の増産目標、人口増加率 2.8~3 %と見込んで、その外に輸出を 4年後

VC 2~3 0万トンとする。

(3) 日本の盗業技術援助匠ついて

考え方としては、国営の商品作物集中経営が必要である。外貨稼ぎ匠なる

ものを（国営にしてそれを日本の大企業が委託経営してできる限り組織化、近

代化する。

カンポジア、ラオス忙おいても同様の配慮が要る。

農業経営の面における協力忙つい て、 農業と工業とのバラ ンスをどうする

かの問題もあるが、衣食住を満足させることが第 1に重要である。

社会主義国であるか らすぐ匠国営化という風忙考えるが、それを日本の企

業に請負わせることはできる。また、個々の煤家の規模については、豚何頭、

耕地何 ha とするかの問題であるが、労働力問題を抜きにした計画であ って
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はならないと同時妬、バランスのとれた健全な炭家育成が必要である。

]I 北ペトナムの農業問題

北ペトナムは援助に対して、ボテンツャルが相当あると思う。

1 9 6 8年パリ会談が開始され、 19 7 2年 3月までは北瀑はなかったが、

この 4年間の間妬北ベトナムはソ連などの援助でかなりの工場が建てられた。

この半年来の北爆でこれらがほとんど破壊されたので、緊急の工業プラント

を日本とし ても入れなければならない。日本では一般には北ベ トナムに対し

て危惧 して いるようであるが、私は今こそ北ペトナムに工業を緊急輸入すべ

きだと思う。

次に農業の問返忙入る。

(1) 農業の組瓶化

先づ第 1陀採り上げることは、貶業の組織化である。

汽料として権威のあるのは、レーチ ョ （社会経済学者） 、 ボーニャンチ国

家計面委員（経済成長研究家）、クロ ー ドシャリア（ジャーナリスト）など

の書いた本で、統計資料としては 19 6 4年までで、数字は古いが「ペトナ

ム研究」などによるもので、ほかは余り権威はない。

組織化の模様は合作社の成長ではっきり判るところであり 、詳しいことは

資料を参漁されたい。

1 9 5 3年頃から 19 5 6年まで、土地改革をやった訳であるが、これは

ある面で失敗した。この改革では、反動が大きく政府幹部多数が失脚し、軍

隊まで出動している。また 19 5 8年頃から集団化を行なったが、 これが大

変スローであって、社会主義的合作社が生まれることになるが、そのうち

27,400が初級合作社であり 、本当の社会主義的なものは 1,4 0 0しかな

かった。農家戸数から見れば、 59年忙約半分が参加し、しかも殆んど初級

合作社である。 19 5 9年に初級合作社条令が出ていて、中国の場合妬比ぺ

ゆるやか である。 19 6 0年代陀入っ て参加率は上昇し、 80％だが、まだ
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初級合作社である。社会主義化 といっても 労働を共同にするだけで、 提供 し

た牛、田、畑等に対しては合作社が個人に借料を払う というものであり、所

有に もとづく分配を認め ている。 これら借料は、全体の生産の粗収入のうち

2 5~3 0 %を占めていた。

当時の合作社の例では、合作社の規模は耕地 25. 5 ha ぐらいで加入戸数

4 3戸程度であ った。 60年になる と南ペトナムとの戦争が始まったことも

あり、若い農民を多数確保する必要もあって、合作社化のベ ースは早まった。

1 9 6 1年～ 65年に 5カ年計画というのを初めてつくった。 （それまでは

3カ年単位の計画であった。） この 5カ年計画は北爆のため 64年で中断し

た。 64年の集団化状況を見ると 、表の通り 31, 9 0 0社で高級、初級ほぼ

半数を占めており 、脳家戸数割合は 86. % 6 7が加入し、 内 58. % 8が謁級

忙加入していて合作社の規模は 83戸、 45 haとな ってい る。

戦争が激化 してからは米国の攪乱部隊忙備えるためと、若い者を軍隊妬入

れるため相当合作社化が進んでいる。反面 この頃は合作社合併のため数は

23,000K減り 、その代り 67年には 77 %が高級合作社 となって いる。

1 9 6 9年iて高級合作社条令が発布された。高級合作社では、所有にもと

づく借料を支払うことなく、田、畑、その他の生産手段はすぺて公共のもの

となっている。生産飩と租税を引いた残りの 5~1 0 %を積立金とし、文化、

厚生贅に 2~5  %は廻 し、 80~9 0 %を労働日数に応じて分配するという

ことになっている。

特に述ぺたいことは、全体の土地の 5％を裂民数で割って個人のための自

留地と して、宅地および耕地 として認めている ことで、ここで生産される 家

畜、野菜、果物などがヤミ 匠売られ、収入 の45 %もあるということである。

（反面合作社の生産が停滞 していることと 言える。）また、米など必裾品 は

集団から現物支給される。

農業以外でも、流通、工業部門の合作社も相当進んでおり、工業部門では

国営企業が地方に進出している。

．
 

． 
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(3) 全般的な問題

北ペトナムの人口増加率は高 く、 3.2 5 %で、米は今 20~3 0万トンを

中国か ら輸入してい るが、戦争の激 しい時は恐ら く50万トン粽入ではない

かと想像する。米の生産は エカ フエの統計匠よる と、 1 9 6 0年VCは 22 6.4 

万 ha、 42 0万トンで、 1 9 6 9年では27 5万ha、 49 0万トンとな

っている。

北ペトナムは農業政策 として、 農業 3目標 というも のを設け ている。 1労

働力が 1haを耕し、 祓で年 5万 トンを生産 し、 豚 2頭を飼うというのであ・る。合作社の経営管理は肥料，作物，豚の飼育、米作の組合せなど 匠重点をお
いている。そのための労働力を如何に使うか、中級幹部の育成を行 ってこれ

を推進と いう 点に問題がある。

． 

現在、米の生産目標 5トンを達成するには年 2回米を作らなければならな

い。その経営管理のため、地方の幹部が大体の目安を立て、その滲透を図る

ようにしているが、その場合忙出て来るのが春米である。

春米匠適合する品和を選び、その栽培期間の調整VCより、あるいは輪作陀

よって組み合せ作物を増強するための施策である。

従来は、5月米と 10月米が主であったのに、短期間の春米を取り入れる

形で、その栽培スケジ ュー ルは次のようなもの である。

区 別 税 蒔 移 植 収 稜

5月米 1 0~1 1月 1 2~  1月 5 ~ 6月

1 D月米 5 ~ 6月 7 ~8月 1 0~  1 1月

春 米 2 ~ 3月 3 ~ 4月 5 ~ 6月

春米は 5月米に比ぺ収最 も多く 、 11月～ 2月の間が空くの で緑肥、かん

しょ、 飼料作物な どを作ることができ、 1年のうちの農期の主軸を春季にお

くので、洪水の影怨が少ないなどの利点がある。

春米の欠点として挙げられるのはつ き＇の 2点である。

① 水位調節を厳密に しなければならない。
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② 肥料と農薬が多く要る。

これらを克服しながら技術的、社会的忙変革をやろうとしていた。

在米忙ついては、かんがい排水が最も重要な鍵でもあるの で、この推進を

やろうと した矢先北爆が開始 し、 水門や堤防がやら れた。

北ペトナムは外延的に米田を拡大する道がないの で、 春米が重要である。

そのための土地改良、水利凋節の向上と農薬、肥料施用とが必要 となり 、次

いで裟業の機械化が必要となって来る。

また、北ペトナムでは、工業が農菜忙奉仕する ような 初歩工業が全国侭分

散している。このような鍛治屋程度でなく、この上を行く機械の修理、提供

を行うセンクーが必要となる。

これらの点について日本の援助協力の可能性があると思う。

W 援助の方向と可能性

和平後の援助構想について色 と々 伝えられてい るが、 1 1月 18日の日本

経済新聞によると北ペ トナム民問経済協力第 1号として、石炭コークス を現

地で作って日本忙諭入する、即ち日本が生産技術を提供 し、工場の生産管迎

の衰任指導をして、その製品を日本が引きとる という 構想である。

ペトナムでは農業vcついてもこの方法を採り入れるかも しれない。南ペ ト

ナムでは農産物を直接日本へ輸入することも考えられるが、北ベ トナムでは

加工部門に技術、経済の協力を行いその製品を引き とる方法が考えられる。

すでにフランスの経済誌エコーの伝えるところでは、ベトナム政府がハノイ

にある代表部を通じてフランスに植林、食品工業、海洋開発などの諸分野に

わたる技術協力を求めたということである。その中で、砂糖製造工程ででき

る紙（ダンポール） 、魚の冷凍蔵、海運の増強な どがある。

そのほか殷業援助は、北ペトナムの農業生産を向上するためのポンプ、脱

穀根な どの小型様械を生産する工場をど うするか、また、できた農産物の加

工をどうするかに直点をおくぺきであると思う。
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資 料

表 1. 基礎的資料

ペトナム共和国（南ペトナム） ペトナム民主共和国（北ペトナム）

面 秩 1 7万08 0 6血2 面 積 1 5万 62 0 0血2

人 口 1 6 7 3万人 (19 6.9年） 人 口 1 7 2 4万人 (19 6 2年）

首 都サイゴン 首 都ハノイ

言 語 ペトナム諾（ほか妬フランス語） 言 語 ベトナム語（ほか匠フランス語）

・ 宗 教 仏教（大乗）ほか侭カトリック教） 宗 教 仏教（大乗） （ほか匠カトリック教）

政 体共和制 政 体人民民主主義共和制

フ 首 グエン・パン ・チュー大統領 元 首 トン ・ドク ・クン大統領

通 貨 ドン（通称ピアスト）レ） 通 貨 ドン (1米ドル＝ 3.5ドン）

( 1米ト・ル＝ 2l 5ドン） 会計年度 1月～ 12月

会計年度 1月～ 12月 度盤衡 メー トル法

度祉衡メ ート ル法

．ヽ． 

クメール共和国（カンボジア） ラオス王国

面 秋 1 8万Km2 面 積 2 3万 6800Km2

人 ロ 5 7 5万人 (19 6 0年） 人 ロ 約 28 9万人 (19 6 9年）

・ 首
都プノンペン 首 都 ピエンチャソ（行政首都） 、Jレアンプラ

言 語 クメ ール語（ほか忙フランス語） バン（王都）

宗 教仏教（小乗） 一呂 語 ラオ語（ほかにフランス語）

政 体共和制 宗 教仏教 （小乗）

冗 首 チェン ・ヘン国家元首 政 体立恵君主制

通 貨 リエル (1米ドル＝55. 5 4リエル） 元 首 スリ ・サバン ・バックナ国王

会計年度 1月～ 12月 通 貨 キップ (1米ドル＝50 0キップ）

度批衡 メートル法 会計年度 7月～ 6月

度量衡 メートル法
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表 2. 南ペ トナムについての資料

(a) 労働人口の部門別内訳

（単位 1, 0 0 0人）

1 9 6 D年（％） 1 9 6 6年（％）

｀ 農 林 漁 菜 5, 7 D 3 8 8. 1 4,043 7 8.8 

農 業 5,450 8 4.2 3, 7 6 1 7 3. 4 

プランテーツョ ン 6 1 0.9 2 6 0.5 

漁 業 1 9 1 3.0 254 4.9 

採石 ， 採鉱 1 2 

工 商 業 5 6 3 8.7 6 2 3 1 2. 1 

製 造 機 械 1 2 4 1. 9 1 2 0 2.3 

建 号n八又， 5 0 0.8 1 3 1 2.6 

商業 ・金峨 ・保険 2 0 6 3. 2 1 D 3 2.0 

連輪 通信 1 4 5 2.2 1 1 9 2.3 

霞気 ・ガス ・水道 ・衛生 3 3 

サ ビ ス 3 5 0.6 1 4 7 2.9 

政 府 関 係 1 0 9 1. 7 2 1 0 4. 1 

アメリカ関係

゜ ゜
1 4 2 2.8 

家庭使用人 1 D D 1. 5 1 1 5 2.2 

計 6, 4 7 5 1 D 0. D 5, 1 3 3 1 0 0.0 

．
 

． 
（出所） USA ID,統計年報 Annualsta-cistical Bulle •ti n 116: 

1 0とJfa1 1。
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(D) 籾の生産と米の輸出入

．
 

作付面積
籾生産

ヘククール
精米翰出 柑米綸入

（千ヘク
（千トン）

当り収罹
（千 トン） （千トン）

タール） （トン）

1 9 6 0年 2,3 1 8 4,955 2. 1 4 2 8 1 

1 9 6 4年 2,557 5, 1 8 5 2.0 3 4 2 

1 9 6 5年 2,429 4,822 1. 9 9 

゜
1 3 D 

1 9 6 6年 2, 2 9 5 4,336 1. 8 9 

゜
4 3 4 

1 9 6 7年 2,2 9 6 4,688 2.0 4 

゜
7 5 0 

1 9 6 8年 2,3 9 4 4,3 6 6 1.8 2 

゜
653 

1 9 6 9年 2,430 5, 1 1 5 2. 1 D D 3 3 1 

1 9 7 0七 不 明 不 明 不 明

゜
2 2 2 

（出所） 国銀年報。 1 9 6 9年， 1 9 7 0年匠ついては統計月報 19 7 0 

年第 9号， Tinh Hinh Kinh-Te'Viet Nam 1 9 6 9。
註 1 9 7 0年の数字は上半期の数字。

(c) ゴムの生産と輸出

（単位 ヘククー）レ ：トン）

． 
植付面積 生 産 砒 稔 出 且戸1池

1 9 6 0年 7 1. 2 6 8. 2 7 0. 1 

1 9 6 4年 7 5. 3 6 9. 2 7 1. 6 

1 9 6 5年 7 5. 3 5 6. 4 5 8. 2 

1 9 6 6年 7 4. 9 4 6. 4 4 3. 6 

1 9 6 7年 7 3. 4 3 9. 4 3 7. 9 

1 9 6 8年 7 0. 7 2 7. 7 2 9. 3 

1 9 6 9年 不 明 2 5. 1 2 0. 8 

I 1 9 7 0年 不 明 1 0. 0 9. D 

（出所） USA  ID, 「統計年報」屈 11および「国銀月報」 1 9 6 9 

年 5~6号， 「統計月報」 19 7 D年第 9号。

四 植付面精，生産絨は， 50 D ha以上の大プランテ ージョンの

もののみを掲げた。 19 7 D年は上半期の数字。
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表 3. 北ペトナムについての資料

(a) 人口

1 9 5 5年

19 5 7年

1 9 6 D年

1962年

1965年

(1) 都市 と農村の人口

（単位 1,000人）

割合
総人口都市農村 I

都市殷村

13,574 997 12,577 7. 4（((bJ 9 2.6（%) 

14,526 1,230 13,296 8.5 9 1. 5 

16,100 1,570 14,530 9.8 9 0. 2 

17,249 

19,210 

（出所） Vo Nhan Tri, Croissance 
I 
economique de la P. D. v. N. 

卸 1 9 6 5年の数字は暫定数字。

(2) 民族構成

民 族 人 口 割合‘

ペトナム (Viiet) 13,553,746人 8 5.1 St/, 

ク イ (Tay) 503,995 3.1 6 

ムオン (Muong) 415,658 2.6 1 

ク イ (Thai) 385,1-91 2.4 2 

ヌ ン (Nung) 313,998 1. 9 7 

メ オ (Meo) 219,514 1. 3 7 

マ ン (Man) 186,071 1. 1 7 

その他 2.1 5 

計 15,916,955 100.0 0 

（出所 ） 前に同じ。
鉛 1 9 6 a年3月の国勢調査による。

(3) 労働人 口内訳

（単位 1, 0 0 0人）

人 ロ
総人口に対
する比率

労 働 人 ロ 8,119.3人 51.0 % 

(J) 鐸人口 7,447.8 46.9 

工 業 537.8 3.4 

農 業 6,377.0 40.0 

甚本建設 131.1 0.8 

運輸通信 1 01.1 0.6 

商 業 230.9 1.4 

その他 69.4 0.6 

(2) 非生産人口 671.5 4.1 

文化，教育，研究 68.9 0.4 

舞生，社会福祉 29.2 0.2 

サ ーヒしべ 402.7 2.5 

銀 行 4.6 

行 政 124.9 0.8 

雑 41.2 0.2 

総 人 ロ 15,916.9 1 00.0 

（出所） 前に同じ。
約 1 9 6 0年 3月の国嬰調査による。

-30 -

． 

． 



(b) 生産

(1) 食用作用の生産 （単位千ヘクタール ：トン）

籾 とうもろこし さつまいも

作付面秘 生産情 生産指数 作付面積 生産韮 作付面漬 生産批

1 9 3 9年 1,8 9 2.4 2,4 D 7. D 1 0 0 1 1 9. D 1 4 0.0 6 8.0 1 5 6.0 

1 9 5 5年 2, 1 7 6.4 3.5 2 3.4 1 4 2.8 1 5 4.2 1 8 6.5 1 6 8.9 5 3 4.9 

1 9 5 7年 2,191.8 3,948.0 1 6 6.0 174.3 1 9 7. 0 1 0 5.2 5 4 0.4 

1 9 6 D年 2,284.0 4,2 1 2.0 170.7 1 9 6.0 2 1 4.5 1 2 4.5 5 8 3.8 ． 1 9 6 4年 2,4 3 1. 1 1 8 2.8 2 3 6.1 2 1 7.0 2 2 1.1 1,279.3 

（出所） Etud.es Vietnamiennes,筋．13。

(2) 工業用作物の生産

（単位面積ヘクタ ール ：生産トン）

1 9 3 9年 1 9 5 5年 1 9 5 7年 1 9 6 0年 1 9 6 3年

面積 3.4 0 0 9,455 15,500 1 4,7 1 5 18,586 
綿

生産 1, 0 0 0 2,6 1 0 5,721 4,623 5,942 

面積 550 790 3,521 7,892 1 1,283 
ジュート

生産 440 1, 1 2 1 5,7 DD 12,44 0 16,25 D 

面積 5,200 5,0 DD 1 1, 0 5 3 10,342 2 0,6 5 6 
砂糖きび

生産 109,200 100,000 384,533 4 5 1, 7 0 1 732,033 ． 面積 4,6 DD 1 6,0 0 0 22,874 3 2, 1 8 1 42,626 
落 花生

生産 3,400 14,000 23,740 26,038 34,529 

面秘 500 2,903 2,772 7,987 
クバコ

生産 3,200 600 1,730 1,655 4,2 1 9 

面積 1, 0 7 6 1,600 2,700 3.8 3 5 7, 1 8 D 
隠 （い）

生産 2,230 4,600 9,400 1 4,8 8 5 2 1, 9 DD 

（出所 ） vo Nhan Tri, croi ssance e'conomique de le R. D. v. N. 
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(c) 社会主義共同化

(1) 腹業生産合作社数

（単位 1, 0 0 0社）

半社会主義的合作社 社会主義的合作社 計

1 9 5 8年 4.8 0. 0 2 ,4.8 
ヽ

1 9 5 9年 2 7. 4 1. 4 2 8.8 

1 9 6 0年 3 7. D 4.4 4 1. 4 

1 9 6 1年 2 3.9 8.0 3 1. 9 

1 9 6 2年 2 0.0 9. 8 2 9. 8 

1 9 6 3年 1 9. 8 1 0. 8 3 0.6 

1 9 6 4年 1 6. 3 1 5. 5 1 3 1. 9 
• 一・

（出所） VO Nhan Tri, ibid. 

(2) 合作社匠加入した農家の割合

（％） 

半社会主義 社会主義 計

1 9 5 8年 4. 7 0 0.0 4 4.7 4 

1 9 5 9年 4 3. 0 1 2.4 D 4 5.4 1 
． 

1 9 6 0年 7 4.0 2 1 1. 8 1 8 5.8 3 

．
 

． 
（出所） VO Nhan Tri, ibid. 
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表 4．カンポジアについての査料

(a) 労働人口の部門別内訳 (19 6 2年 ）

男 女 計

牒 林 漁 業 1,094,956 913,107 2,008,063 
鉱 業 1,698 682 2,380 
工 業 47,693 20,827 68,520 
建設 • 土木 20.4 59 1,299 21,758 
電気 ・ガス・水道 ・衛生 1,584 34 1,6 1 8 
商業 ・金曲 ・保険 8 D, 1 1 D 63.7 0 7 1 43.817 
運 輸 通 信 28,049 752 28,846 
サ ピ ス 1 5 2,173 34,995 187.168 
そ の 他 22,236 15,329 37,565 ． メ口 計 1,449,003 1,050,732 2,499,735 

（出所） Annuaire statistique du cambodge 1968. 
四 1 9 6 2年の国勢調査による。

{b) 生産
(1) 米の生産高お よび輸出量 （単位 千ヘクタール：千トン）

耕作面秋 生産高 （籾 ） 樗→;ヘj 出 婿
1 9 6 3 -6 4 2,376.6 2,760.0 1 9 6 4年 563.5 
1964-65 2,344.4 2,500.0 1 9 6 5年 546,6 
1965-66 2,41 4.1 2,37 6.2 1 9 6 6年 19 0,1 
1966-67 2,513.8 2,457.2 1 9 6 7年 219, 1 
1967-68 2,473.0 3,251.0 1 9 6 8年 2 29,7 
1968-69 2;5 0 3.0 2,293.0 1 9 6 9年 91,7 
1969-70 2,370.0 

（出所） Annuaire statistique du cambodge 1963-64年，
1 9 6 8年。国銀月報 19 6 9年12月号。

(2) ゴムの生産高および輸出盤 （単位ヘククール：トン）． 作付面秋 うち採取面積 生 産 高． 輸 出 景
1 9 6 4年 45,990 30,439 45,769 2427 8 
1 9 6 5年 47,726 32,618 48,790 68,697 
1 9 6 6年 49,558 34,818 51,065 51,066 
1 9 6 7年 49,956 37,247 52,982 49,694 
1 9 6 8年 50,526 38,604 49,060 46,536 
1 9 6 9年 52,459 40,874 45,983 47,232 

（出所 ） Annuaire statistique du cambodge 1 9 6 3-1 9 6 4年，
1 9 6 8年。国銀月報 19 6 9年12月号。
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一
表 5. ラオスについての資料

(a) 生産統計

米 タパコ コーヒ＿ 綿花
皮付き

衣,1:1J 材 錫
木材

（千トン） （千トン） （千トン） （千トン）
（千戒）

（千吋） （トン）

1 9 6 4年 520.0 3.0 2D 15 4 5.9 4.5 686 

1 9 6 5年 54 0.0 3.0 3.5 1.5 7 2.9 3.7 578 

1 9 6 6年 57 0.0 3.9 3.5 1.7 64.9 7. 3 782 

1 9 6 7年 486.8 4.0 3.5 1.8 1 1 2.3 2.7 1,230 

1 9 6 8年 513.9 3.8 3.5 2.2 64.9 1.7 1,173 

1 9 6 9年 53 7.0 4D 3.5 25 11 4.5 25 1,262 

（出所） 「ラオス統計年報＿ 1 9 6 8年。外務省アジア局経済第二課編

「ラオス王国経済の現状」 FI N E C O 1 9 7 0年第 5号。

．
 

(b) 貿易収支
（単位 1, 0 0 0キップ）

輪 出 諭 入 赤 字

1 9 6 4年 213.3 4 5 6,1 2 さ．~65 5.910,220 

1 9 6 5年 24 0, 16 9 7,893.227 7,653,058 

1 9 6 6年 35 7,7-24 1 0,01 7, 1 59 9,659,435 

1 9 6 7年 1,064,790 11,796,359 
•• 4 
10,731,569 

1 9 6 8年 1.448,096 12,878,558 11,430,462 

1 9 6 9年 1,032,853 13,384,000 不 明

（出所） 「ラオス統計年報」 19 6 9年，FINEC01970年第 5

号。
田 1 9 6 9年の翰入匠は第 3四半期の数字は含まれていない。

(c) 輪出の主要商品別構成

（単位 1, 0 0 0キップ）

1 9 6 4年1 9 6 5年 1 9 6 6年 1 9 6 7年 1 9 6 8年 1 9 6 9年
H 9 6 9年
（%) 

錫 165,745 147,266 222,411 497,641 8 06,08 C 5 55,0 9 ~ 53.7 

木 材 1 2,7 1 6 19,122 38,138 332,36L 3 8 4,316 3 7 6,4 q 1 36.5 
コーヒー 1 5,1 2 3 1 1,107 53.7 08 1 6 0,4 1 5. 6 0,1 87 75,821 7.3 

安 息 香 496 26,845 16,941 2 4,4 0 E 3.82 ( 2 1 ~ 

カルダモン 2,977 1.200 1 5.351 1 0,877 51,049 4,80 C 0.5 

皮 革 1.4 17 1,032 3,683 5,463 8,276 0.8 

う る し 180 225 1 50 1 34 :i 

そ の 他 14,691 33.39 5 1 1, 17 5 34,886 136,839 12,185 1.2 

ムロ 計 213.3 45 240, 1 69 357,724 ,064.422 1,448.096 1,032,853 1 00.0 

．
 （出所） 「ラオス統計年報」 19 6 9年， F I N E C O 1 9 7 0年第 5号。
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「戦後に予想される南ペトナムにおける農業開発計画」

菅原道太郎

1. まえがき

いわゆるペトナム 和平協定の妥結がいつ陀なったとしても、その妥結後匠

来るぺきペトナムの政治、社会、経済等の体制が果してどのような経過を辿

るかということ匠ついては、正確な見通しを立てることは、極めて困難であ

る。

しかし、全固民の過半数が小規様な自給経営の小殷民であり 、し かも 、 こ

れまでの内戦が主匠農村地帯で行われ、最も大きい戦根を受けたのは、この

地帯の炭民であったことを考えると、平和協定成立後 匹、殷民の救済、農村

の役典をはじめとし、牒業生産の応強など国民経済の強化を図ること、すな

わち、1Jil民経済活動の最大の指標が燐業匠おかれることは、極めて 当然の こ

とと考えられる。

この場合、南ベトナム の農業は、 どのような方向をたどって進められて行

くであろうか。これ匠ついては、今後の政治的主導力匠よって、即産計画の

立て方、その進め方等匠いろいろの差異が生ずることが、考えられる。

南ペトナムの農業は｀いわゆる南東アジ ア熱帯モンス ーン条件下における

生産が、その本質を成するものであり、 その生産を炭民の生活匠即して合理

的匠発展させるような計画が立案され、実施されるぺきものなのである。

和平協定成立後陀おける南ベトナム翡・業の最要の問題は、永年紛，・，，いた戦争

状態匠よっ て激減 した米嬰もその他食税を急速陀坪産することと、それと併行

して、 輪柑用農産物の坪産匠よって、 回民経済と国家財政の立て直 し強化を

行うこととの 2者匠ある。そして、その目 的を達成するため匠は、荒廃した

農村祖織 と艇産荼器を復 1日して、戦災殷民の生活を先ず救済し、次匠それを

向上安定させて、その架力を 結集させることが必要である。

そこで、具体佑匠、 どんな手段がとり上げられるぺきであるか。これ陀つ

-35-



いては、戦後約 4半世紀邸に南北問頴が固際的陀大きく取り上げられた 19 

6 0年代の経験（てーよって、発展途上国町に熱帯後進囲ivcおける殷業曲発は、

痰業水矛II讃粒を根幹とする地域開発陀よるプロジェクト（計画）の実施匠よ

るべきだということが、一般匠認められる匠至った。よって、酌ペ トナム此

菜についてもいかなるプロジェクトが存在するか、それがいかなる紋先ll原位

（プライオリティ。ジークェンス）陀従って実施されるぺきであるかが、大

切な問題となる。

このことは、艇業閲発を専門とする者匠とっては、むしろ自明の小柄で、

既に南ペトナム政府のぬ業当出者は、独立当初から郡Jズや計画を非め、また

屈砂諸机I見iや先准諸国からの援助協力匠よる謡布も行われ、その 1部は実施

匠移されているものもあり、その殷業プロ・ジェク トの全貌は、ほ阿明かとな

っている。

次vc和平tt頂「成立枠匠対加する経済。技術柘力失施の姿勢匠ついても、政

治体制の推移の如何匠かかわらず、従来からの発想怯を変える必要があると

思う。殊匠、アメリカの行金往入が和庁約 2.5 0 0億ドルを超えており、今

伝もこの地の曲発にアメリカがヘゲモニーを持ってもそうでなくても、この

地城のうけた戦禍が絶大であることを念頭匠お§、ペトナム民族の自立意識

を鼓鉗、俊先するよう（て発炉を変えたけれげたらない。

この点匠ついて私は、日本工茅の一員として、今日古で行われた戻業プロ

ジェクトの殆んどに参画したものとして、切実陀感応するものがあるので、

その主野炉 VCついて私見を述ぺ、ご参考匠供 したい。

2. 南ペ トナ ム俣業の漑 況

熱帯モンス ーン気侯条件下匠あって比較的農業自然要素匠恵まれた南ベト

ナムの国土は 、古い時代から米、 ゴム 、茶、コーヒ ー、 肉桂等輸出用農産物

の生産中心地を炉していた。

しかる陀、独立以来、続発すろ肉戦のため、農産は停滞の状態を示 し、 特
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． 

(!(1965年以後、内戦の激化匠伴って、農村地域匠おける戦禍の拡大、農

村青壮年の軍事動員、耕作廃棄等花よって、炉産は、秤類の如何を問わず、

甚だし〈低減を余儀なくされた。特匠古くから米の主要叱句ド国の 1であった

この［団が、 1 9 6 5年を境と して、以後稔入［国匠転落した。

しかし、 このような低下陀も拘らず、煤業は、な おかつこの国の基幹産業

であり、 1 9 7 0年の匝叩、・総生産の約 38 %をl陀尭が占めている。この同の

総人口は 、 19 7 0年現在で約 1.8 3 5万人と 推定されてい るが、そ の約、

6 0 %が船業人口とされ、就農労力は約 37 0万人で、 総就労人口の約 60 

笏となっている。また、 総腕出額の約 90 %は、ゴム、 呑辛料、茶、コーヒ

ー、 水産物、林産物等を含む農産品陀よって占められている。そして、 1967

年以来の商収性水和品稲の導入匠より、米の収椛は次第妬坪加 し、 1 9 7 0 

年陀は 19 6 3年の鞘出時代匠おけ る収賛約 52 0万トン の水準まで恢復 し、

米の自給はかなり有穿という楽観的な見源 しも行われる よう花なった。すな

わち、現在進行中の南ペトナム政府経済I)t]発 5カ年計画 (1 9 7 1.~1 9 7 5 

年）では、水田而秋を 19 7 0年 の25 1万ヘクク ールから 26 0万ヘクク

-Jレに拡大し、高収性品科の普及酌栢を 75万ヘククールから 95万ヘクク

-Jレ(rr..ひろげ、肥料や脳薬等の使用を強化 し、 収焼をヘクク ール当り籾 2.24

トンから 2.9 2 トン陀高め ること等匠よって、 1 9 7 5年の籾総収恐を 740

万 トン在でvc増大し、主食の自給を達成 しようとしている（ 第 1図南ペ トナ

ム籾盃給グラフ参照） また、これについては、 『連 (F.A. 0)陀おいても、

その「 19 7 0年から 19 8 0年注での農産物需給展望」陀おいて、現在の

治安、政策、価格が変らないとすれば、 1 9 8 0年匠は南ペトナムの籾の年

閂総生産 は 7 1 5万 トン（ 精米換算 46 5万トン）となり、国内垢要籾米

約 46 2万トンを充して、なお、籾米約 3万トンの輸出ができると推定して

いる。

ただし、この場合、人口坪加率を考え合せなけれげならない。推定匠よれ
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げ、 1 9 6 3年から 19 7 D年までの 8年間の年平均人口増加率は 2.6 %で、

この間の籾増殖率0.8 %陀比ぺて若しく大きい。南ベトナム政府統計局の予

測では、将来の年平均人口率が漸減するものとして、 1 9 7 1年から 197 5 

年間は、 2.4 %、 1 9 7 5年から 19 8 D年までは 2.3 %、 19 8 1年から

1 9 8 5年さでは、 2.2 %、 19 8 6年から 19 9 D年までは 2.1 %、 1991

年から 2,D D D年までは 2.0%陀低減するものと想定している。はたして、

このような人口調節が実現できるかどうかは疑問である。仮り匠このような

調節が行われるとしても 、人口増加匠よる籾の国内需要は自から増大する。

1 9 7 0年の 1人当 り年籾消快景は約 32 Dキログラム（籾米換算約 2D 8 

キログラム）と見栢られているが、これが仮り陀食料の転換花よって将来 1

人当 り年間籾泊畳戯が約 28 Dキログラム柘低減するとしても、全人口の増

加匠より籾消費最は、 19 7 5年の約 58 D万トン (2,D 7 2万人分）から

1 9 8 5年の 72 5万トン (2,5 9 D万人分）、 2,D O D年注で匠は 98 D 

万トン (3.5 0 D万人分）匠達すると予想さ れる。

これ匹対し、籾の生程総灼は、他茨経済発展 5カ年計画では、 1 9 8 D年

匠は 68 1万トン、 1 9 9 0年陀は 73 7万トン、 2,D D D年陀は 77 D万

トンと予測されているので、土記の固広需要見込盤と対比すれげ、 1 9 8 D 

年の前期までは 、一応自給態勢をも□つとしても、その後は次第匠不足し、 1 
9 9 0年陀は約 67万トン、 2,0 0 D年では、約 2 1 0万トンの不足を告け

るものと見積られる。との見地からすれげ、南ペトナム農業問題の中で、最

も緊急かつ重要たことは、主食自給のための米穀増産匠あるということが出

来る。

米陀次いで、 m内術要自給のため匠緊急増産を要するものに砂籾が挙げら

れる。南ペトナムの甘蕪栽培は、主として農民の小規模耕作匠よるもので、

耕作面積は、 1 9 5 6年の約 18, D D Dヘククールから 1,9 5 8年匠約 25, 

D D Dヘクク ール、 1 9 6 5年匠約 34, D D Dヘククールと漸増したが、そ
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れ以在は、耕地の荒廃と作戦上の栽培抑制匠よっ て、 1 9 6 7年匠は約 26, 

0 0 0 ヘククー• Jレ、 1 9 6 9年匠は 12, 0 0 0ヘクク ールと激減 した。 した

がって、甘蕪の生産も 19 5 6年の約 52万 トン（ヘク ール当り約 28 トン）

から 19 5 8年の約 76万 トン（ ヘクク ー）レ当り約 30 トン）、 1 9 6 5年

の約 10 9万 トン （ヘクタ ール当り約 33 トン ）と漸郎したが、以後は 1967

年花約 77万トン （ヘクク ール当り約 30 トン ）、 1 9 6 9年には約 32万

トン （ヘククール当り約 27トン ）と減少した。これらの甘蕪は、その 1部

が生食月1に供される！ぽか耕抽附近の小型釜匠よる粗柄と 、製糖工場匠 よる耕

帥白糖と して加工される。粗杷釜はその能力が 1甚 1日当り粗糖 1 トン内外

のものが一般である。南部地帯の東方地方のピ ンド ング抽区(((_約 26華、 タ

イニン封I［ざ．陀 30某、 キ・アデン地lメ匠約 20甚、ピンホア地区、 7基、 ロン

グアン地区 7碁、東海岸：中央炉帯のカンガ イ地区に約 55基、 カンナム地区

匠約 55碁あっ て、 計約 20 0基。年間約 3万 トンの粗糖生産能力を持つと

いわれている。また製糖工垢は 、 ヒッ プホァ工場 （年産耕地白糖 2万トン）、

ピンドングエ垢 （年苑耕地白覇 1.5万トン ）、 カンガ イ工場 （年産耕地白糖

1. 5万 トン）等で年t}ll約 5万 トン の耕地白糖生荏能力をもっ ている。故に、

和籾釜と 、勃地、白籾工場を合せると、年問約 8万 トンの甘蕪糖を生産でき

スわけである。（第 2図砂糖の需給グラフ参照 ）

しかる匠、前述のように原料甘熙の減茜のため、能力の発揮ができず、 そ

の生産は第 2図に示す通り粗杷が、 1 9 5 8年から 19 6 5年オでは多少増

加を示したが、以後は低沙 し、 1 9 6 7年以秘は統計陀あらわれぬ程度と な

っている n そ して、耕抽白杷のの生産 も19 5 8年から 19 6 5年までは梢

灼加を示したが、 1 9 6 6年以後は激減して、 1 9 6 7年以後はほ とん ど操

業休止の状態となっ ている。以上の和糖と耕地白糊を合せると 、製糖高は図

のよ うVC:1958年の約2.2万トンから 19 6 5年まで漸増 したが、 以後激

減 して、 1 9 6 7年以後はほ とんど見るぺき生産を示 していない。こ の製糖

高匠生食月］の生甘蕪の糖分を合計 した砂糖の国内生産蛉塁を試算すると、図
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のよう（'L1 9 5 8年の約2.8万トンから 19 6 0年の 3.6万 トン、 1 9 6 5 

年の 9万トンと漸増したが、以後赦減して、 1 9 6 6年は 4.2万トンとなり、

1 9 6 7年には、他匠生食用の杷分 5,0 0 0 トンを示す匠すぎない。

これ匠対し、砂糖の需要は人口の増加と、 1人当り消骰最の上昇で逐年増

大し、 19 5 8年の4.3万 トン から 19 6 0年の 8万 トン、 19 6 5年の 1

4. 3万 トン、 1 9 7 0年の 22. 8万トンとなった。

この需要に対する前記の国内生産祉の不足を補うため、主としてアメリカ

の援助陀よって外回産粗糖を輪入し、それをカンホイ工場（年間籾杷能力 5

万トン）、ピンホアエ褐（年間朽粕能力 6万トン）等の精製工場匠おいて精

糖として補給 した。輸入粗糖および粒糖の骨は図の通 り激増 した。

現在南ペトナムの 1人当り砂糖消費昼は、年平均約 8キログラムであるが、

今後の増加は必至で多り、これを人口の妍加と合せて考えれげ、その補給を

輸入だけ匠支 つこ とは、南ペトナムの国土が砂糖生産の潜在可能性を持つこ

とと照し合せて、極めて不合理と思われる。ょって砂糖の培産は、南ペトナ

ム農業の今径を考える坦合の 1つの園要な案件匠値すると判断される。

南ペトナム政府の計画匠よれげ、甘蕪適地匠栽培を拡充 して甘蕪の生産を

現在の 34万 トンか ら19 7 5年まで陀約 10倍の 33 D万トン匠増大し、

現在の製糖工場を全力挑業し、年産？ 0万 トン の耕地白網を生産 し、輸入代

替化を推めようとしている。 しか し、 国内需要は、更匠増加が予想されるの

で、砂糖の培産匠対しては、 より徹底 した計画の実施が必要である。

以上の稲および甘蕪の他、落花生、大豆、甘藷、玉蜀黍、緑豆たらびにパ

ナナ、バインアップル等の果樹や野菜類も、生産は低激している。

今後柏物性油脂や蛋白の輪入籠が卵大するものと考えられるので、作物多角

化計画を立て、水田 の襄作に咀込むこと と、 畑地の生産拡大を淮める必要が

ある。なお畜産閉係では現在 20万トンの飼料（飼料玉蜀黍とソルガムを含

む）を輸入しているが、その増産げかり でなく、その輸出を計画すぺきであ

る。
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更匠、特に必要があるのは、南ペトナム匠適する輸出用熱帯永年作物の本

格的増産計画をたて、国家財政の立て直 しと殷民経済の強化を図 ることであ

る。これについて注目さ れるのは、ゴム、茶、 珈琲、ココ ナ、2 卜等である。

中でもゴムは戦前から、米とならんで南ベトナムの最も重要な輸出品目で

あった。大戦中即ち 19 4 4年匠は、 その作付面租 10. 8万ヘクタ ール、 生

ゴム の生産は 6.1万 トン陀達していた。大戦後の混乱時代、ややそ の面栢と

生産を祓じたが、独立後次第匠恢役し、 1 9 6 5年花は栽培面秩 14. 3万ヘ

クク ＿Jレ｀生産量 7.8万トン に達 し、その輸出額は 2,6 0 0万ドルと、全輸

廿頬の 73 %を占めた。しかし、その後は内戦の激化で面秋も生産も低減し、

1 9 7 0年匠は、面和 10. 5万ヘククール、 生産 2.8万トンに減じた。けれ

ども、米の輪出ができなくなったため、現在ゴムは輪出の大宗を占め、外貨

獲得の1t要品目となっている。南ペ トナム政府の 5カ年計画では、 1 9 7 5 

年古でに生音を 7万トン陀古 で役典させよ うとしてい るが、ゴムの節産匠つ

いては、 後陀述ぺるよう匠、より 徹底 した計画が必要と思われる。

茶は、戦前から米、 ゴム匠次ぐ重要翰出品目で、 1 9 6 5年VCは、栽杭面

積 9,7 0 0ヘククーJレ、 生産餃は約 5.9 0 0 トン、 輸出額は約 20 0万ドル

を超えた。その後内戦のため生産も輸出 も激減 した。 政府の計画では 19 7 5 

年まで陀生産を 6,5 0 0 トン輸炉を 2,5 0 0 トンまで堺大 しようと考えて い

るが、治安さえ恢復すれげ茶の滴地は広 く、約 10 0万ヽクク ール以上匠亘

ると推定されるので、園際古揚の需要（rC応じて、茶の姻産を進めることがで

きる。

コー1:::.ー も永年性逆作物の 1つで、フランス 統治時代から南部地帯の束方

丘陵地区と中央高原地帯で、 フラソス匠よるプランテ＿ジョン経営がなされ、

生産物はフランス ．その他の欧洲市場匠輸出されていた。 19 6 5年の栽梢

面秋は、約 11万ヘクク ーノレ、その生産量は約 3.5 0 0 トン匠達 し、内戦匠

よって幾分、荒廃を示したが、経営はかなり良く存続されている。コ ー1:::.―

の国際市場は、世界的増産のため価格低下の傾向を示しているが、特殊の風
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味を持つペ トナ ム産コ ーヒー の将来匠ついては、注目匠値する。

ココナットも永年生適作物の 1つで、フラソス統治時代匠、東海岸中央地

帯のカムランその他の感潮砂質土地方妬若干のプラン テージョン が造られ、

それが受けつがれただけでほとんど発展の跡がな い。 19 6 5年の栽植面積

約 4万ヘクク ーJレ、生産約 13万トンで、そ の後も あまり内戦の彩隅を受け

ず、 1 9 7 0年の統計ではその生産は、 1 9 6 5年匠比ぺ、僅vc8茄減匠過

ぎない。南ベトナムの活岸地方匠は、感潮砂土地帯が多く 、ココナ ッ トの適

地と考えられるので、その増産計画は、今後取り上げられるぺき大きい問題

である。

なお、農作物の中で、今後考えられるぺき問題 として、棉と桑がある。南

ペ トナムの繊維品は、 1 9 5 0年代匠は年額 2,0 0 0万ドルないし 4,0 0 0 

万ドルに士る製品を輸入 し、 紡組糸の輪入は、概ね 1,0 0 0万ド ル内外であ

った。その後、滋維工坊分の増設と毀維製品の輸入抑制策の施行匠より 、漸次

製品の輸入は低減したが、紡績糸の輸入は増加するよ う匠なり、最近では、

紡紹糸約 3.D O 0万ドル、製品1.0 0 0万ドルを輸入 している。 しかし、い

ずれ匠せよ汽維原料は、すぺて 国外匠求め ていること匠違いはない。こ の場

合、南ペ トナ ム匠おける磁維作物の滴応性を見ると、棉および桑の栽培適地

はかたりの地域匠亘って分布し、さら匠ケナフや ・ジュ ート まで合せ考える と、

将来益々増大を予想される峨維の需要匠対 しその自給度を高めるため匠、こ

れら桟維作物の拡大を図ることは、必須のことと考えられる。

なお、南ペ トナム の牒業を考え る楊合、重要なことは畜産匠ついてである。

由来ペトナムの農業は家畜と密接匠関連しており 、農民は概ね家畜の飼育匠

慣れている。 そして 19 7 0年（ておける盛業生産の約 40％が畜産物であ る

こと陀照し、こ の国の農業を考える場合、畜産の振興匠つき充分の配意が必

要である。最近 の内戦のため、畜産も また打撃を うけ、水牛の頭数は、 1960 

年の 75万頭から 、 19 7 0年匠は 57万頭陀減少 し、畜牛は 19 7 0年の

-4 4-
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1 D D万頭から 19 7 D年の 9D万頭へと 減少 した。但 しこ の間（疋、豚は 1

9 6 2年の 3D D万碩から、 1 9 7 D年の 38 D万頭へ、また家禽は 19 6 2 

年の 3,D D D万羽から、 19 7 0年の 3,4 D 0万羽へと 、かえって増加して

いる。

家畜の飼育は 、地方維持のため匠も、また、農家の労力を活用するため匠

も、さら陀殷家収入の向上 のため匠も必須なので、そ の拡充は充分な考慮が

必要である。

さら匹、林業および水産業、特匠内陸水産陀つき考慮の必要があるが、こ

こ匠は割愛する。

．
 

3. これまてに進められた主な農業開発計画

南ベ トナム の総而栢は約 1,7 3 3万ヘククールで、その耕地は約 16. 6 %、

他は森林、荒蕪地、湿地となっている。耕地の総面籾は約 28 D万ヘククー

Jレで、その 8D %は水田、 2D％は畑地および永年作物栽栢地である。

農業気侯条件と地形の閉係によっ て、 南ペ トナム の殷業地帯は、南部地方

メコンデルタ地帯、 南部抽方東部地帯、中央洵岸地方、中央高地抽方の 4地

方匠大別される。この中、 メコ ンデJレク地帯は、現在南ペトナムの殻倉を成

ナもので、その耕地面積は約 2D 0万ヘククーJレ｀内訳は稲作地約 18 D万

ヘクタール、甘蕪畑約 5,D O Dヘククール、バインアップル畑 5,D O Dヘク

クール、コ コナ ット栽植地約 3万ヘクク ールそ の他となっている。

南部地方の東部地帯は、耕地面和約 3D万ヘクク ールでその内訳は、稲作

地約 16万ヘククール、 ゴム栽梢地約 1D万ヘク タール、 落花生畑地約 1万

ヘクク ーJレ、甘蕪畑約 1万ヘククール、 ・玉蜀黍畑 6,D D 0ヘクク ール、カッ

サバ畑 7,0 D Dヘクク ール、大豆畑 5,D O Dヘククー ル、煙草畑 2,D O 0ヘ

クク ール となっている。

中部悔岸地方は、耕地面栢約 40万ヘククー ルで、その炉訳は、稲作地約

3 0万ヘク クール、 落花生畑 1万ヘククール、甘藷畑約 3万ヘククール、キ
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ャッサパ畑約 3万ヘクタ ール、 煙草畑 5,D D Dヘクク ール、甘蕪畑が約 1万

ヘククー ル、玉蜀黍畑約 1万ヘククーJレ、ココナット栽植地約 5,D D Dヘク

クールである。

中央高地地方は、耕地面積約 1Dヘククールで、そ の内訳は稲作地約 7万

ヘ クク ール、そ菜畑約8,D D Dヘ クク ール、茶畑約 6,D D Dヘクク ール、コ

ーヒ一畑約 6.D D Dヘクタールで、他匠若干のゴ ム園がある。（以上の耕作

面和には、一部内戦により荒廃 した分 も含む）

以上の各地帯匠対して、南ペトナム政府は、独立以来数回匠亘っ て、 袋業

開発計画を立案し、国際機関や牛進諸固の粁済および技術緩助を抑いで実施

vc努力して来た。その主なるプロジ ェクトを 地帯別匠列挙すれば、 次の迪り 。

南部地方メコンデルク地帯（＊印は完成又は 1部完成、焦印は計画中 ）

* 1. ウミン ・プロジェクト ………………面和 1 o. 0 0 0ヘクク ーJレ
2. チェブ ・ヌート・ プロジェク ト ・・・・・・ 面和 3 1, 0 0 0ヘククール

* 3. アン 。卜 Jレオング 。プロジェク ト… 面和 9, 0 0 0ヘクク ーJレ

* 4. カイサン・プロジェクト •………••・・ ・ 面積 4 3. 0 0 0ヘククール

米 5. トーソン。 プロジェクト ・・・・ ・ ・...…• •• 面和 2, 7 0 0ヘクク ーJレ

6. チョモイ。プロジェクト •••…... ・ ・・・・・ 面秋 7, 0 0 0ヘククーJレ

7. ミト。 プロジェク ト・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 面栢 5, 0 0 0ヘクク ーJレ

,_ 8. ゴコング・ プロジェクト ・・・ . .. ••…•・ ・ ・ 面栢 1 1, 4 0 0ヘククール

* 9. ロングフー。 プロジ ェクト•••…..... … 面積 7 5 0ヘクークール

* 1 0. ラクヌイ ・プロジェク ト ・・・・・ぃ．．．．．．．． 面和 4, 0 0 0ヘククーJレ

* 1 1. ラクホプ ・プロジェクト …………… 面積 3, 0 0 0ヘクク ール

（小計 1 2 6, 8 5 0ヘククール）

南部地方東方高台地帯

* 1 2. ホーナイ・プロ ジェクト …………… 面積 1, 5 0 0ヘククール

* 1 3. ロイホイムー・プロ ジェク ト ……… 面租 2, 0 0 0ヘクク ール

．
 

．
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米 14. ダダング・プロジェク ト……………… 面税 1, 0 0 0ヘクク ー）レ

1 5. ラーニャ 。プロジェクト ・・・・・・・…..・・・・・・面積 3 5, 0 DDヘクク ール

（小計 39,500ヘクク ー Jレ）

中部束海岸地方

* 1 6. ドングモイ・プロジェクト • … ・・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・・ 面栢 1, 2 D Dヘクク ール

* 1 7. ソングキェング ・プロジェクト …… 面秋 1, 0 0 0ヘクク ー）レ

* 1 8. ファンラン 。プロジェク ト . .…• •ー ． ． ． ． 面積 2 4, 3 0 Dヘクク ール

* 1 9. ドングカム ・プロジェクト ………… 面和 1 2, 0 D Dヘクク ーJレ
2 0. クムギァング 。 プロジ ェ クト• •…… •…面桟 2, 6 D Dヘクク ール

米 21. ダパイ ・プロジェク ト …………．．．．．． 面栢 4 a aヘククール

* 2 2. パ・イ エ ン・プロジェク ト • • • •… •• ••• 面梢 4,000ヘクク ー）レ

2 3. ピンディン。プロジェクト ………… 面秋 5 2, 8 0 0ヘクク ーJレ

2 4. リエトツン・プロジェクト …… • ー ・・ ・ ・ 面和 4, 5 0 0ヘクク ーJレ

米 25. アントー ・プロジェクト ……………… 面籾 1 4 0ヘクク ール

米 26. チャウメトレグ・プロジェクト …・・・面栢 1, 5 0 0ヘクク ール

* 2 7. ククムイ。プロジェクト ...……………面粕 1, 5 0 0ヘクク ール

* 2 8. デボング・プロジェク ト……………… 面積 1, 5 0 0ヘクク ール

*2 9. アントラハニタンキッ ト・ プロジェクト ・・・ 而秋 1 1, 0 0 0ヘクク ーJレ

米 30. コングカン ・プロジェクト

3 1 ハルランド ・プロジェクト

…．．．．．．．．．面積

．．．．．．．．．．．．面和

（小計 1 3 1, 9 4 Dヘククール ）

中央高地地方

1 1, D O 0ヘクク ール

2, 5 0 0ヘクク ール

3 2. アッパースレホック 。プロジェクト ．．．．．． 面積 28,500ヘクク ール

3 3. アッバーセサン。プロジェクト • •• … ・・・ 面積 2 1, 1 5 Dヘクク ーJレ

（小計 49,650ヘクク ー ル）

合計 347,940ヘク クー）レ
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以上のよう匠、今日まで計画された農業プロジェクトは約 33 VC達し、そ

の中の、いわゆるマイナー 。プロジェ クトは、南ペトナム政府の自力で落手

され、または、完成されたものがあるが大型のものは先進国または、匡l際機

関の援助協力によって、調査設計の段階まで、進められたものが多く、古だ

完成されたものはほとんどない。したがって、今後南ペトナムの農業開発を

進める匠あたっては、これらの従来、碁本的匠調査または設計されたプロジ

ェクト匠ついて、それを確実陀実施して 、プロジェクトの成果を実現するこ

とが適切妥当な道ということができる。

そこで、従来明か匠された調査結果匠もとずいて、上記のプロジェクトの

中で、最も重点的陀取り士げられるぺきプロジェクト匠ついて、その要点を

述ぺる。（第 3図、南ペ トナム匠おける主なる プロジェクトの分布図参照）

． 

(1) メコンデルタ・ 稔合開発計画

1 9 5 1年の即連エカフェ総会匹おいて、メコン開発委員会が設置され、

本流および 34の主要な支流の流域総合11月発匠開する塞本調杏が組絨的陀

進められている。 今在での脚杏匠よれげメコン河の開発匠より、約 24 0 0 

万キロワットの水力発展が可能であり、約 78 0万ヘククールのかんがい股

地が開発されると見込在れている。これ花よって約 2,5 0 0万人の住民の福

祉が画期的匠向上されると推定される。このメコン河総合開発匠関しては、

この研究会で、新家先生から話される筈なので割愛する。

さて、このメコン河総合IJ}]発は、誠匠壮大な計画であるが、その完所は紀

元2,0 0 0年以後匠なるものとされ、その某硯調杏も多年匠亘るものなの

で、南ペトナム政府としては、その完成を待ってげかりもいられず、速か

匠、この固の穀倉である南部メコンデルク地帯の生産向上計画の逹成を必

要とし、これを最大の援助国であるアメリカ政府陀要望するところがあっ

た。そこで 19 6 7年、 当時のジョンソ ンアメリカ大統領は、高名なテネ

ツィ・バレー ・オーソリテーの元飴裁のリリエンソール博士を団長とする
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リリエンソール・使節団を派遣し、南ペトナム政府と協力してメコンデル

ク総合開発プ ログラムを策定し、 1 9 6 8年から 19 6 9年匹亘っ て、 こ

れを発表した。

このプログラムの要旨は、南ベトナム領のメコンデJレク約 37 0万ヘク

クールの中 匠現存する既耕地 17 0万ヘククール匠対 し、延長約 1,1 D 0 

キロメートルIre亘る防潮堤と 、 70 Dキロ メー トルに亘る防洪堤を築いて 、

海水および洪水の役入を完全匠防止し、かんがい、排水滸を整備 し、 ゲー

ト、 ポンプその他構造物を完備し、現在の浮稲栽培地、 2回移植稲作地、

水稲単作地をすぺて周年かんがい 2抑作地帯とするものであ る。その全水

FA而粗 21 D万ヘククー ル陀つき 、現在のヘクク ール当り、籾収絨平均2.

2 トンを 5.0 VCたかめ、現在益家約 9D万戸 (1戸当平均耕地約1.7ヘク

クール）の民生安定を其りすると共陀、伊民の主食の自給陀あてようとする

ものである。この計画の中には、単匠かんがい施設の弊佃等の船業粘盤整

仙げかりで方く、交通通信、医療、教育、音軒浴整備等のいわゆる地域1)t」発

プログラムの梢想が鹿られている。その所要軽費は、 1 5年間匠約 25節

ドルで、米の生産は総姑 1,6 4 D万 トン、 増産址は約 1,3 0 0万トンと見

沢られている。このプログラムの便益費用率は 3.8 9で（利率年 3%、耐

用年数 50年として）経済的匠妥当なものと評価されている。

この計画は大いvc斯待されたが内戦の激化により、この地帯の治安が極

端匠悪化したため、構想が古とめられただけで、活動は停止された。 しか

し、 リリエンソール。ミッツョ ンの構想は メコンデJレク地帯の翡業開発の

共院となっていることは疑のないと ころである。

その後この構想は、世界銀行匠受けつがれ、その第 1歩と して、メコン

デルク・バイオニーア 。プロジェクトという名目の下匠、本年から、メコ

ン河の分流ドンパサック河の河口の西方、右岸地帯約 19,000ヘククー

ルの防潮およびかんがい施設の完備と、農村施設拡充を含む甚本計画の立

案を進めようとし、その実施を日本工営匠委託した。私は現在その主査と
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して仕事を進めている。現状では、この地帯の治安は極めて不安定ーで、 ，作

業上の困難も少なからぬものがあるが、われわれとしてはペトナム炭民の

ためという大乗的見地から、その完成のため陀挺身している次第である。

このパイオニーア ・プロジェクトは、首都サイゴン市の西南方約 2o_oキ

ロメートルのところ匠あるソクチャン町を中心とする地帯で、ガンローロ

ングフー計画（スキム）と呼げれている。

．
 

． 

(2) ファンラン開発計画

ファンラン計画地域は、サイゴン市から東北方約 3D 0キロメート ル、

ソンカイ川下流沿岸の約 24, 3 0 0ヘククール の平野である。この地帯は 、

東海岸中部低地匠ある数多くの平地帯の 1つ として、 フラ ンス、 統治時代

以前から、チャム族匠よって開拓されたところで、 フランス時代してもかん

がい用分水堰が造られ、約 1万町歩余の水田補給かんがいが行われ、現在

約 1万 6,0 0 0戸の農家が割合匠安定した農業を営んでいる。

東海岸陀面した地域陀は、ファンラン平野の他にも、ピ ンデン とかカン

ガイとか数多くの沖積平野があり 、それぞれ水田耕作がくりひろげられて

いる。その中でファンラン平野が特匠注目され、その開発が重視されてい

る。この平野の年間の降雨羅が 60 0 ミリメートル台でしかもその大部分

が 9月から 12月の4カ月 だけ陀偏っ ているという 寡雨乾燥地帯陀属 して

いるからである。一般匠南ペトナムは、各地共に、その年間降雨最は 1,500

たい し1,6 0 0 ミリメートルの湿潤地帯であるがファンラン平野だけが、

その東，北、西の 3方匠山脈を負 っていて 、東北方および西南方から吹いて

来る湿気を伴った季節風をさえぎるため匠、邸別な乾燥地帯となっている。

したがって 、自然降雨景だけでは水稲だけでなく、一般の農作物の生育

匠水分は不足する。もし、かんがい等の水利施設を整備し、作物陀対する

水の必要量を適正匠与える ことが出来れげ極めて豊かな熱帯農業を展開さ

せることが出来るわけで、特に甘蕪、棉、煙草等の適地とすることが出来
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ると考えられる。

この場合、かんがい用水瀕として考えられるソン。コ イ河の自然流品は、

低水位の 10年確率で秒当り約 6トンで、平野全体 のかんがい用匠は不足

する。しかし大戦後日本の賠偵費約 3,5 0 0万ドルで、ソンコイ；河の上流

と分水嶺を距てたドンナイ河の上流匠ダニムダム（貯水最 1億5,00 0万ト

ン、水力発電出力 16万キロワット）が 19 6 4年に完成した。その発露所放

水蘭が第 1期毎秒 8トン、第 2期毎秒 16トン、第3期毎秒 32トンがソ Xカ

イ河妬附加されるのを利用し、 これ陀ソンルウ河の自然流蘭毎秒約 0.9 6トン

を合せ、これらを給源として、平野全面のかんがい計面が進められて来た。

聞発計画は、第 1期から第 3期までの 3段階匠 したがって進められる。

第 1期匠は、既存のナトリン・ダムを修築し、これから分水する北幹線水

路延長 34キロメートル（断面旬秒 6 トン）および南幹線水路延長 38キ

ロメートル（断面毎秒 16. 7トン）を和1日補強するもので、この工事は、

1 9 6 7年匠日本工営の設計 、腔督、間組および地元妙設業者の手によっ

て完成した。エ炭約 28万ドルを要した。今後この受益面和 12, 8 0 0ヘ

クク ールを完全かんがいするため匠は、更（て約 18 0キロメー トルの支線

水路を構設する必要がある。

第 2期匠は、ナトリン・ダム の上流ドンメ匠揚水場を設け て、 ソンコイ

河の水を約 2？メー トル腸水し、これを送水するため陀、幹線水路延長 35

キロメー トル（頭首断面伊秒5.8 8トン）および支線水路（構造物を含む）

延長約 75キロ メートルを構築する。さら匠他匠排水路 5.8キロメートJレ

と農道 65キロメート ルが必要とされる。この施設匠よる受益面柄は 4,7 

0 0ヘクク ールである。

第 3期匠は、 3カ所の揚水場と総延長 89キロメートルの幹線水路およ

び延長 15 0キロ メー トルの支線水路を必要とする。この受益面積は約 6,

8 0 0ヘクク ールである。
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(3)ピン デイン開発計画

この地帯匠定殖する約 7万 4,0 0 0戸の農民は、水稲その他作物の栽培

匠習熟 し、かつこの地域の土壌忙 比較的かんがい耕作匠適するので、か

んがい製業匠対する荼盤整備を行し 営農匠対する制度組織の改善を施こ

すならげ、将来の発展性は大 きいものと予測される。

開発匠ついては、 1 9 6 8年南ペ トナム政府が日本工営匠委託 して、 豫

察的調査を行ったが、その粘果によれげ、この地成のかんがい計画は、 ド

ン・ンム地区、ソングダプク 抽区、 ソングクンアン地区、ヌイモット地区、

ファンホン地区、 ドントレ地区、フムウ抽区の 6地区陀区分される。

そのかんがい面積 5万 2,8 0 0ヘクク ール陀必要なかんがい用水椋を確保

する陀は、アントウ•クダム、ソンコネ 。 ダム、 等の貯水池を梢築 し、その

貯水と河水を利用するかんがい組織を完伽すること 匠よ り、 抽域内票業培

産と貯水利用の発叩陀よる仮益を期待できるとされている。

上記の予備詭布結果Vてもとずき 19 7 1年妬南ペ トナム政府は、その中

の第 1期計画と して、ダプク地区およ びタンアン地区のかんがい計画を取

りあげ、これ陀対する蔀費を ア・ジア聞発伊行陀申請 し、ア ・ジ アi、̀L]発釦行の

委託匠よ って、日 本工党が第 1期l,f.]発予定のダプク ・クンアン地区のかん

がい計画（てついて、投資前調香を行 った。

．
 

(4) アッパー・スレボック開発計画

この計画地域は、サイゴン市の東北方で直線距離約 25 0キロメートJレ

匠位置するバンメトウト町を中心としてひろがる、中部高原地方 で、ダJレ

ラック高原と称せられる地域である。

この地帯は、古くからモイ族と称される山岳原住民の焼畑炭業地帯であ

った。フランス統治時代匠は、山岳民族保護の名目の下匠 、 フランス政府

はペトナム人の居住を禁止し、専ら、フランス人匠よるゴム、コーヒー、

茶等熱帯性永年作物のプランテーションを設定 したところである。現在で
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も、これらプランテーションは、その注ま存置され、その面秋は 2万ヘク

クールを超えると概測されている。

南ペトナム政府は、独立以後、この地域をペトナム人の勧農定落に開放

し、特匠内戦匠よる戦災農民の収容および防共戦略農村の設定地域として

聞発の歩を進めた。しかし、高原地帯のため、メコン河の大支流であるス

レポック河の流域である匠もかかわらず、水刹の使は悪く 、一般農作物殊

に水稲の栽培は非常匠困難であった。

そこで、南ペトナム政府は、 1 9 6 2年匠日本政府妬対し、 この地域の

かんがい農業聞発計画匠関する調査設計を依頼し、日本政府はこれを受諾

して、日本工堂に委託し 19 6 2年から 19 6 4年陀亘り、この地域の調

杢と設計を進め、その要点を明か匠した。

たお、本計画と関連して、中央高原地帯の農業試験研究機関として南ぺ

トナム政府が設定したバンメトウト郊外のエクマットの農業試験楊匠対し、

日本政府はかんがい施設と塞盤整備匠ついての協力援助を受諾 し、既匠 1

9 7 0年匠その中の 50 0ヘクク ール分のかんがい用パイプライン・ンステ

ムと整地を完了し、さら匠その拡大を考慇中である。

(5) アッパー・ セサ ン開発計画

この計画地域は、アッバー。スレボック計画助域の北方、中央高原地方

の 1部匠当るもので、バンメトウト町の北方約 15 0キロメートルの地点

胚あるプレイク囲「と、その北方約 40キロメートJレ陀位するコンツム町を

中心としてひろがる、アッパー。セサン河の流域約 20万ヘククールの可

耕地の 1部約 2万 1,1 5 0ヘクク ールである。

この地域も 、 前項のアッバー ・スレポック地域と同様、地形の関係でか

んがい可耕地が制限され、かつ貯水池の設置が必要なので、計画はコンツ

ム地区、クネ ンプロング地区、ダクポトン地区、ヤ 1)地区および西南地区

の 5地区匠区分される。さら匠、スレボック河匠あるヤリ渫布の落差を利
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用すれけ約 80万キロワットの水力発電が可能で、その電力をかんがい用

および煤村電化用匠使用ができる上、さら匹その余力を南ベトナム全般の

電力補強匠役立てることができると考えられている。

この地区の開発匠ついては、南ペトナム政府の要請花より、メコン 1Jt•J発

委員会によって取上げられ、国連の聞発甚金匠より日本工営が委託され、

1 9 6 2年匠その投資前調杢が完了している。

．
 

． 

以上概述したよう匠、今日まで南ペトナム陀おいて計画され、或は実施さ

れて来た農業開発計画は、そのほとんどが既存の小型自給営濃の農民陀対す

る営農収益の上昇と、それにより輪入舟産物を防ぐこと（て重点が置かれて来

た。そして熱帯性枠殊永年換金作物の妍産輸出による外貨獲得して対しては、

その必要を認めつつも、財源とか人材の不足等匠よって、力を注ぐことが極

めて薄かったということが出来る。しかし、南ペトナムのように、独立後年

月が浅く、 しかも半世紀花わたる内戦と加速的匠増大した軍事焚の角和を企

儀なくされている囲民経済匠とって、単陀自給剖小農民の生活向上だけを目

指すだけでなく、それと同時匠翰出用殷産の拡大を図ることが、極めて翫要

た目杷として初げられ、それ陀向って努力することが、なけれけならないと

痛感される。

この意味匠おいて、かってフランス絞治時代匠実績のあったゴム 、コーヒ

ー、茶等の増産と輸出が当然再評価され、その増産匠対する新らしい方策が

立突実施されるべきであり、さら匠その他の熱帯件特殊農産匠ついても検討

されなけれげならない。

この塙合プランテーンョンの経営方式をどうするかは、研究の余地があり、

民性農業と融合する方式を考える要があると思う。私の意見としては発展途

上国匠おける熱帯性永年作物の適正た生産方式は、少数事業主によるプラン

テーツョン方式ではなく多数小挫民あるいは多数煕民の参加陀よる共同経営

所得配分方式匠よる経営が主体をなすべきものと考えられる。ここ花新しく、
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そして大きい熱帯農業と熱帯農学の分野があると思う。

4. 南ペトナム農業開発に対するわが国の協力分野

和平協守成立後陀おける南ベトナムの政局の重点が、いわゆる自由主義体

の方向匠進むか、ある いは共産主義を指向する社会主義体制匠進むか、予断

できた いが、 いずれ（（cせよ、国民の牛活必需船産物の増産と、国民経済の発

展匠必要な外貨取得のための輸出用炭産の拡大を指標とすべきことは間違い

はなく 、こ の 2大目標をいかなる方策してよって、円滑かつ急速匹達成さ せる

かということが問題となる。

この場合、同民生活必術物費の珀産では、当面、米を昴大 とする食程作物

の増産がその主イ大をたし、また輪出此産の分野では、ゴム 、コーヒー、 茶、

砂柄、その他の熱帯性特殊炉産物の拡大生産がその主体となる。 その具体的

なグ；施匠当っ ては、食料作物の培産vcつい ては、前項陀述ぺた各計画の遂行

がその中核を成すものであるが、輸出用特鹿の増産については、今日まで精

査立案されたものは少なく、今後急速な調査と策定が必要である。

この南ペ トナムの農業聞発陀対し、わが団はいかなる分野匠おいて協力す

ペきであるか。その要点を箇条密きしてみると次の通りで ある。

(1) 南ペ トナム農契の国家的総合開発計画匠対する政府顧問役務の提供。

建国後日の浅い南ペ トナムの政府機構匠おいては、国策の立案、施行匠

あたる人材の不足が痛切匠訴えられている。これ陀対し、わが国匠おいて

戯政匠深い経粋と見識を持つ老練逹識な権咸者を政府顧問として派遣し、

ベトナム農政の顧問的役務匠奉仕することは、協力体制強化の基盤と して

最も重要と考えられる。

(2) 優先的農業開発事業の調査、計画、設計、見積陀関する コンサルク ント

役務の提供。

国策匹よって選定された優先的農業開発計画を実施する匠当って不可
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欠な、 調査、立案、設計、監督を担当す るコンサル クント は、南ペ トナム

匠おい ては未だ求めら れない。 これら匠ついては、わが国のコン サルク ン

トの積極的奉仕が必要であ る。

(3) 農業開発事業の大型建設工事施行iて対するわが固建設業者の積極的参加。

南ペ トナムにおいては、大型の施設工半を相当すべき建設業者が未だ育

威されて いな い。故 厄わが国建設業者の私極的参加が必要であ る。

(4) 基盤整備用、営農用、農産加工用の各種楼器類、肥料、農薬等営梨投入

材等の生産賓材伊給陀対する 商社の協力的役務。

南ペ トナ ム匠おけ る党農用資材の配給は極めて円滑を欠き、妍産を阻害

してい るので、わが国商社の滴正な参加協力が切望されている。

(5) 農産物および農産加工品の国際、取引匠関する商社の協力的役務。

南ペ トナ ムの輸出肌産物取引匠関 しては、旧植民地時代の慣習尻支配さ

れること が多 く、 適正を欠 くものが多い。 この点匠つき、 公正適切な見地

に立つ、 わが匡I業者の協力的奉仕が望注しい。

(6) 営農陀関する耕作技術普及、農業金融の強化、 土地改革及び区画幣理の

励行、税制の改正、殷民組合の績成、船民の教化訓練匠関するオタ術罰問的

役務の提供。

営農改善匠必須な、 普及事業、殷業金融制度や土地制度の改善、税制の

確立、農民組合の結成等に関 しては、南ペ トナム 匠おいてその実行匠必要

な充分な知識経験者を求める ことが難か しい。ょっ てわが固か ら適格者を

派遣 して協力するこ とが大切である。

(7) 煤業開発匠関する試験研究プ ロジェク トに対する闘力援助。

新技法の発見、新資材の創製、新産物の発見等陀関する試験研究分野匠

おいては、人材が不足 し、 施設が不充分である。ょってわが国から研究資

金の提供 と共匠、 適格な人材の派遣協力が必要である。
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(8) 特に熱帯性特殊作物の捌産匠対する資本、資材、および人材の秩極的供

出協力。

今後の南ペトナム（てとっては、食粗の自給と共匠、熱帯性輸出作物の増

産が極めて煎要である。このための殖産事業の経営方針の策定、経営の実

施ならびに人材、費本｀及び資材の協力などにつき、わが国からの協力奉

仕を行うことが緊要である。

(9) 技術協力匠附随して考慮すぺき事項

我々が技術協力する vcついて最も留意し、努力しなけれけならないこと

は、人類の破祓を将来するような公害を技術の総力を挙げて、排除し、後

世から恨まれることのないよう匠することである。そのことは、究極匠お

いて公害対策伐を節減することでもある。

1 9 7 0年陀いわゆるローマクラプが公表し、また、本年 6月ストック

ホJレム匠おける国連人間環境会議で現在の夜ヽの産業機構を混存 し、この

まオの経済成長を続ける限り、極端匠汚染され、空気、水、土の凡てを人

間の生存できない状態匠陥し入れ、今後半世紀そこそこで人類は絶滅の危

機陀立っていると結論しているc

この危概を打聞するためとは云え、われわれの生産活動を制限低下し、

原始の状態匠逆戻りさせることも現実的でないであろうから、対策として

は次の 2つの手段が考えられる。

第 1の手段は、現存する公害排出産業、特化合成化学関係工業部門匠お

いて、その排出残さいの公害成分を完全匠除去する方法を開発、施用するこ

とであるが、このことは時間と資金を多分匠要し、 ものによって成功も疑

問である。

第 2の手段は、現存の公害排出産業製品匠代替できる農産物を発掘し、

また、経済的陀成立する天然産物を開発することである。また、ものによ

れげ、現在の天然産物でも公害の完全防止対策快よりは有利匠利用できる
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ものもある。

即ち、 換言すれば、今は熱帯特有農産物を再評価する時機匠来ていると

い うこ とができる。

とヽ花、われわれ農業技術者陀課せられた新しい使命を確認することで

ある。

．
 

． 

5. むすび

以上匠述ぺたように、南ペトナムの農業は、恵まれた農業自然要素と、国

民の大多数匠よる努力 陀もかかわらず、打続く内戦匠伴う悪条件匠禍されて、

生産を低下し、主食の不足さ えも 訴えるという状態匠在る。

したがって、和平協定後匠おいては、先ず何よりも荒廃 した耕地の生産基

盤を復旧改善 し、 食料の自給を達成 して民生の安定を図ることが先ず緊位で

ある。 これは和平協定后の政局がどの よう匠 なろうと も、イ デイオロギーを

超えたペトナム民族生存のため匠不可欠な事業である。故匠わが園、特匠わ

が国の農業閉係者と しては、こ の目標逹成のための南ペトナム農民の努力（て

対 して、 アジアの隣人と して充分な協力と援助 と奉仕を惜しむぺきでない。

さら花、私が特陀力説したいことは、南ペトナムの促業開発陀ついて、公害

防止対策も考慮し、日 本人としてこの国匠おける熱帯性特殊農産物の改良と

増産匠対する協力と 奉仕が緊要だ ということである。

南ペ トナムの農業につい ても、こ の次元から根本的匠検討 し、その開発に

協力すべきである。この道は、単匠南ベトナムのためとか、わが日本の国益

のためとかというような狭い視野からげかりでなく、いわゆる唯 1つのかけ

がえのない地球陀、人間が生きつづけるため匠不可欠な大業であるという認

識を以って前進すぺき大道である。これがア・ジアの中なる日本人の進むぺき

大道なのである。

（以上）
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海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に従事したい方

海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に必要な人材を求めている方

は本財団へご連絡 ください。

海外農業開発財団は左の事業を行なっています。

〇 海外農業技術者 となることを希望する方の登録とプール

0 新人の海外農業技術者への接成

● o 待議中陀おける技術のプ ラッン ュアップに必要な研修代の貸付

． 

〇 海外殷業の協力および開発事業を してい る団体、企業等へ優秀な農染技

術者の あっせん

〇 海外農業調査団の編成、送出

〇 悔外農業情報の しゅ う集、紹介
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